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三
好
長
慶
と
芥
川

芥

川

孫

十
　
 天
文
十
六

（
一
五
四
七
)
年
六
月
、

父
の
ゆ
か
り
の
地
芥
川
を
恢
復
し
て
得
意
の
な
か
に
あ

っ
た
芥
川

孫

十

郎

の

世
　
　
 
郎
は
、
天
文
十
八
年
正
月
の
伊
丹
城
攻
撃
に
参
加
し
た
ら
し
い
。
天
文
十
八
年
三
月
、
晴
元
方
の
武
将
香
西

元
成
が
三
宅
城
か
ら
打

っ
て
出
た
時
に
は
、
芥
川
城
に
い
た
日
向
守
三
好
長
縁
が

こ
れ
に
立
ち
向
い
、
惣
持
寺
の
西
川
原
辺
で

戦
い
を
展
開
し
、
香
西
方
は
二
一

名
の
有
力
な
将
士
を
喪

っ
て
敗
北
し
、
三
好
長
縁
方
は
そ
の
二

一
の
首
を
手
に
手
に
も

っ
て

Ⅴ　戦国動乱と天下統一

芥
川
城
に
帰

っ
た
と
い
う

中
世

三
七
八

・

三

七
九

・
三
八
〇

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
天
文
十
八
年
六
月
に
は
江

口
合
戦
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ

に
参
加
し
た
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
天
文
十
九
年
七
月

・
十
月
と
二
度
に
わ
た
り
三
好
長
慶
軍
が
江
州
勢
と
対
峙
し
小

競
合
が
あ

っ
た
が
、
芥
川
城
に
い
た
と
思
わ
れ
る
三
好
長
慶
も
出
陣
し
た

〔
中
世
三
八
五

。

ま
た
芥
川
孫
十
郎
及
び
芥
川
城
の
軍
事
的
な
動
き
の
拡
大
と
併
行
し
て
、
京
都
の
寺
院
勢
力
を
保
護
し
支
援
を
と
り
つ
け
る

た
め
の
軍
中
禁
制
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
禁
制
は
天
文
十
八
年
六
月
二
十
八
日
付
の
京
都
日
蓮
宗
寺
院
妙
蓮
寺
と
同
年
七
月
七

日
付
の
京
都
清
水
寺
に
対
す
る
も
の
で

中
世
三
八

〇
参
考

時
あ
た
か
も
細
川
晴
元
と
政
治
的
生
命
を

か
け
た
江

口
の
戦
い
が

あ

っ
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写196 芥川孫十郎軍中禁制

（妙蓮寺文書一京都大学文学部古文書室影写本)

た
時
期
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
芥
川
孫
十
郎
が
禁
制
を
京
都

に
発
す
る
よ
う
な

一
定
の
地
位
と
軍
事
力
を
擁
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
軍

事
的
立
場
を
強
め
れ
ば
、
他
方
で
統
治
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
逢
着
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
る
。
芥
川
城
足
下
に
あ

っ
て
、
た
え
ず
問
題
と
な

っ
て
い
た

芥
川
率
分
所
と
の
関
係
も
そ
の

一
つ
で
あ

っ
た
。

天
文
十
八
年
八
月
末
、
山
科
家
家
礼
沢
路
は
言
継
か
ら

の
書
状
二
通
を
も

っ
て
摂
津
の
三
好
長
慶
の
も
と
に
下

っ
た
。
そ
の

一
通
は
皇
室
料
所
内
蔵
寮

じ

き

む

領
で
あ
る
陸
路

・
河
川
上
の
八
ヵ
所
の
率
分
所
は
古
来
か
ら
内
蔵
寮
の
直
務

で
あ

っ
た
の
だ
が
、
今
村
紀
伊
守
慶
満
な
る
も
の
が
有
無
を
い
わ
せ
ず
直
務

お
う
り

ょ
う

代
官
を
追
い
出
し
て
押
領
し
て
い
る
の
で
、
細
川
四
郎
殿

に
訴
え
下
知
を
下

さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
な
お
そ
の
ま
ま
居
す
わ

っ
て
い
る
の
で
強
硬
な
手
を
打

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
九
月
三
日
に
三
好
長
慶
か
ら
こ
れ
を
停
止
さ
せ
る
と
い
う
折
紙
が
届
け
ら
れ
た
。
十

一
月

九
日
に
も
三
好
長
慶

・
三
好
長
縁

・
松
永
久
秀

・
狩
野
信
濃
守
な
ど
に
今
村
違
乱
に
つ
い
て
の
書
状
を
発
し
て
い
る
〔
中
世
三
八
二
〕。

こ
の
問
題
は
天
文
二
十

一
年
に
な

っ
て
も
解
決
せ
ず
、
三
月
五
日
に
は
幕
府
政
所

へ
、
三
月
九
日
に
は
幕
府
奉
行
所

へ
働
き
か

け
、
将
軍
御
内
書
を
発
し
、
三
好
長
慶
将
軍
家

へ
出
仕
の
時
、
殿
中
に
お
い
て
直
接
厳
重
に
申
し
付
け
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け

た
り
し
て
い
る

〔
中
世
三
九
三
〕

。
そ
し
て
十
二
月
四
日
に
な

っ
て
御
内
書
が
よ
う
や
く
出
さ
れ
た
の
で
あ
る

〔
中
世
四
〇
〇

〕。
天
文
二
十
二

年
に
な

っ
て
、
解
消
の
方
向
が
み
え
は
じ
め
た
が
、
五
月
な
お
不
調
の
ま
ま
、
芥
川
城
の
政
変
に
ま
き
こ
ま
れ
て
、
無
に
帰
す
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Ⅴ

の
で
あ
る

中
世
四
〇
三

・
四
〇
五

こ
の
間
芥
川
城
主
芥
川
孫
十
郎
は
、
そ
の
支
配
下
に
あ
る
率
分
所

（関
所
)
だ
と
は

い
っ
て

も
、
独

自
に
は
ほ
と
ん
ど
関
知
し
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
の
今
村
紀
伊
守
慶
満
は
長
慶

の
家
臣
で
あ
り
、
す
べ
て
は
三
好

長
慶
の
実
権
の
な
か
で
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
将
軍

・
管
領

・
奉
行
所

・
政
所
と
い
う
幕
府
機
構
は
な
お
存
続
し
て
い

た
と
し
て
も
、
権
力
機
構
と
し
て
の
統
治
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
芥
川
孫
十
郎
も
芥
川
城
を
預
け
ら
れ

る
の
で
あ

っ
て
、
領
知
内
の
統
治
諸
権
限
は
制
限
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

芥
川
孫
十
郎
が
芥
川
城
に
い
た
頃
、
本
願
寺
証
如
の
も
と
に
結
集
す
る
高
槻
地
方
の

一
向
宗
門
徒
は
天
文

初
年
の
大
き
な
弾

い
た

で

圧
の
痛
手
を
克
服
し
て
、
ふ
た
た
び
拡
が
り
を
み
せ
て
き
て
い
た
。
か
れ
ら
は

石
山
本
願
寺
に

一
定
期
間
上
番
す
る
い
わ
ゆ
る

「
番
衆
」
と
し
て
、
特
産
物
を

持
参
し
た
り
、
堂
宇
の
勤
番

・
夫
役
の
奉
仕
な
ど
に
あ
た

っ
て
い
た
が
、
天
文

十
年
代
の
動
き
の
な
か
か
ら
、
そ
の
二
、
三
を
紹
介
す
る
と
、

天
文
十
三
年
八
月
六
日

十
五
年
正
月
十
二
日

十
五
年
二
月
二
日

十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

十
六
年
正
月
五
日

十
六
年
二
月
二
日

十
六
年
三
月
十
日

十
六
年
十

一
月
二
十
八
日

富
田
光
照
寺
　
 桃
実

百
・鯉

二

ま
つ
ば
や
し

富

田
松
囃

の
た
め
上
番

卅
日
番
衆
　

富

田
光

照
寺

当
番
衆
　

安
満
浄
教

・
光
照
寺

教
行
寺
　

正
月
礼

卅
日
番
衆
　

光
照
寺

・
浄
教

当
番
　

光
照
寺
鯛

・
熊
引

・
酒

点
心
相
伴
　
浄

教
、
定
衆
光
照
寺

〔中
世
三
五
七
〕

〔

同
三
六
〇
〕

〔
〃
　
〕

〔

同
三
六
六
〕〔
〃
　
〕

〔
〃
　
〕

〔
〃
　
〕

〔

同
二
七
二
〕

惣持寺西河原 （茨木市西河原)写197
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十
七
年
八
月
二
十
日

十
八
年
正
月
十
二
日

十
八
年
八
月
二
十
日

卅
日
番
衆

年
始
の
能

卅
日
番
衆

光
照
寺

教
行
寺

光
照
寺

・浄
教

〔

同
三
七
四
〕

〔

同
三
七
七〔
同
三
八
一
〕

な
ど
で
あ
り
、
有
力
末
寺
に
の
み
参
加
が
認
め
ら
れ
て
い
る

「
卅
日
番
衆
」
も
あ
る
。

溝杭 仏照 寺 （茨木市 目垣)写198

天
文
二
十
年
三
月
五
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
本
願
寺
証
如
及
び
実
従

が
金
龍
寺
な
ど
の
花
見
の
小
旅
行
を
お
こ
な

っ
て

お
り
そ
れ
を
紹
介

し
よ
う
。五
日
当
日
順
興
寺
実
従
は
禅
衣
を
著
し
、
馬
で
先
に
金
龍
寺

に
行

っ
た
。
準
備
な
ど
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
宗
主
証
如
・坊
官
下
間

頼
慶
は
夫
人
・子
供
づ
れ
で
輿
に
乗
り
石
山
本
願
寺
を
出
発
、昼
は

一

〇
時
頃
溝
杭
仏
照
寺
で
湯
漬
、
寺
侍
は
小
漬
、人
夫

は
赤
強
飯
で
あ

っ

た
。そ
れ
か
ら
、古
来
か
ら
桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
古
歌
に
詠
ぜ
ら

れ
た
こ
と
も
多
い
邂
逅
山
金
龍
寺
に
た
ど
り
つ
く
。
花
の
下
に
屏
風

お
ん
め
ん
　

を

立

て

て
宴

会

で
あ

る

。
酒

・
温

麺

（
小
麦
粉

を

こ
ね
て
煮

た
食

品
)

・

ま
ん
じ
ゆ
う

折
詰

・
饅
頭

・
餅
が
で
る
。
そ
の
帰
り
に
惣
持
寺

を

一
覧
し
て
、
富

田
教
行
寺
に
宿
泊
す
る
。
夕
食
は
汁
二

・
菜
六
。

六
日
は
降
雨
で
花

見
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
教
行
寺
で
盛
大
な
饗
応

が

お
こ
な
わ
れ

た
。
朝
飯
は
五
汁

一
〇
菜
。
そ
の
後
雑
煎
。
こ
の
時
証
如
と
息
男
に
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太
刀
が
献
ぜ
ら
れ
、
証
如
夫
人
に
は
絹
二
疋

・
引
合

一
〇
帖
が
進
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
鳥
肴

・
蒸
麺

・
鯉
な
ど
の
料
理
や
折
詰

八
合

・
食
篭

（漆
器
に
も
っ
た
飯
)
な
ど
が
振
舞
わ
れ
た
。
七
日
に
は
宗
主
証
如
だ
け
が
枚
方
に
ゆ
き
朝
飯
を
饗
さ
れ
る
。
八
日

に
は
勝
尾
寺
の
花
見
、
そ
れ
か
ら
箕
尾
寺
の
滝
を
み
、
吹
田
に
出
て
乗
船
。
雨
の
た
め
通
路
が
悪
く
、
乗
船

は
深
更
と
な
り
、

石
山
本
願
寺
に
帰
着
し
た
の
は
九
日
の
午
前
四
時
頃
で
あ

っ
た

中
世
三
八
六

・
三
八
七

宗
主
証
如
が
山
科
か
ら
大
坂
に
移

っ
た
の
は
天
文
元
年
で
あ

っ
た
が
、
天
文
十

一
年
七
月
に
は
阿
弥
陀
堂

上
棟
、
同
年
十

一

月
に
は
新
造
の
本
尊
を
安
置
し
、
在
来
の
御
堂
を
御
影
堂
と
す
る
な
ど
、
本
願
寺
は
天
文
十
年
代
の
は
じ
め
に
、
ほ
と
ん
ど
整

備
が
完
了
し
て
い
る
。
天
文
三
、
四
年
頃
、
三
宅
国
村
は

一
向
宗
門
徒
に
な
る
こ
と
を
標
榜
し
て
奮
戦
し
た
と
い
い
、
摂
津
国

内
で
も
新
し
い
階
層

へ
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
つ
つ
あ

っ
た
。
天
文
十
三
年
三
月
、
近
江
の
六
角
定
頼
が
勢
多
橋
造
営
の
た
め
諸
国

に
勧
進
を
し
た
時
、
こ
の
橋
は
諸
人
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
大
半
は
門
徒
衆
が
往
還
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
願

寺
か
ら
五
十
貫
の
寄
進
を
し
て
欲
し
い
と
申
し
こ
み
、
証
如
は
快
諾
し
た
。

一
向
宗
門
徒
の
活
発
な
往
来
と
、
次
第
に
富
を
蓄

わ
え
て
ゆ
く
本
願
寺
の
動
向
が
う
か
が
わ
れ
る

『
本
願
寺
史

第

一
巻

天
文
二
十

一
年
四
月
、
三
好
長
慶
丹
波
出
陣
の
時
、芥
川
孫
十
郎
が
池
田
方
の
小
川
方

一
味
と
謀
計
を
め
ぐ

ら
し
、
長
慶
と
そ

の
家
臣
松
永
久
秀
を
討
と
う
し
て
い
た
こ
と
が
露
顕
し
た
。
こ
れ
は
芥
川
孫
十
郎
が
謝
罪
し
、ま
た
孫
十
郎
が

長
慶
の
妹
聟
で
あ

る
こ
と
も
あ

っ
て
か
事
な
き
を
え
た
が
、
長
慶
は
心
に
遺
恨
を
ふ
く
ん
だ
と
い
う

中
世
三
九
四

・
三
九
五

明
け
て
天
文

二
十
二
年
七
月
、

三
好
長
慶
は
い
よ
い
よ
本
格
的
な
芥
川
城
攻
撃
に
と
り
か
か

っ
た
。
長
慶
は
芥
川
城
の
向
い
に
あ
る
帯
山
に
陣
を
か
ま
え
て
遠

攻
め
に
し
て
持
久
戦
に
入

っ
た
。
こ
の
帯
山
と
は
い
ま
服
部
地
区
に
あ
る

「帯
仕
山
」
と
思
わ
れ
る
。
山
頂
海
抜
は
三
好
山
が

一
八
二

・
七
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
て
帯
仕
山
は

一
九
二

・
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
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服部帯仕山 （市内松ケ丘付近)写199

し
か
し
三
好
長
慶
が
芥
川
城
攻
め
の
た
め
京
都
を
離
れ
た
と
こ
ろ
を
見

は
か
ら

っ
て
、
細
川
晴
元
は
六
角
定
頼
と
は
か
り
、
京
都
に
あ

っ
た
長
慶

の
居
宅
な
ど
に
放
火
し
て
蜂
起
し
た
。
長
慶
は
そ
の
報

に
接
す
る
や
直
ち

に
芥
川
城
政
撃
軍
を
二
分
し
、

抑
え
の
兵

（監
視
兵
)
二
千
を

帯
山
の
向

城
に
残
し
、
畠
山
高
政

・
安
見
直
政
ら
の
軍
を
率
い
、

八
月

一
日
に
入
洛

し
た

中
世
四
〇
二

・
四
〇
六

そ
の
勢
二
万
五
千
ば
か
り
で
あ

っ
た
と
い
う
。

将
軍
は
舟
岡
山
に
出
陣
し
て
い
た
。
し
か
し
東
山
霊
山
城
に
陣
を
か
ま

け
ん
も
つ

え
て
い
た
松
田
監
物

・
醍
醐
寺
三
宝
院
衆
な
ど
の
軍
に
た
い
し
て
、
さ
き

に
芥
川
率
分
所
を
横
領
し
て
山
科
言
継
を
東
奔
西
走
さ

せ
て
い
た
今
村
紀

伊
守
慶
満
の
兵
が
攻
撃
し
て
、
若
干
の
戦
死
者

・
負
傷

者

を
出

し

は
し

た
が
、
こ
れ
を
攻
め
落
し
、
松
田
監
物
は
自
殺
、
霊
山
城
は
炎
上
し
、
晴

元
軍
の

一
角
が
く
ず
れ
た

『
言
継

卿
記
』

か
く
し
て
晴

元
軍

は

一
戦
も

交

え

ず
、
将
軍
と
と
も
に
丹
波
を
経
て
、
近
江
朽
木
に
逃
れ
た
の
で
あ
る
。
長
慶
が
芥
川
城
を
離
れ
た
こ
と
を
知

っ
た
晴
元
派
の
摂

津
多
田
の
塩
川
伯
耆
守
国
満
な
ど
は
五
〇
〇
余
の
兵
で
攻
撃

を

か
け

た
が
、

失
敗
に
終

っ
た

長
江

正

一

『
三
好
長
慶

』

長
慶
は
幕
府
政
所
執
事
伊
勢
貞
教
と
京
都
の
戦
後
処
理

・
洛
中
政
治
の
こ
と
を
議
し
た
の
ち
、
芥
川
城
攻
撃
に
復
帰
し
た
。

八
月
二
十
二
日
、
つ
い
に
芥
川
城
は
兵
糧
米
つ
き
、
城
主
芥
川
孫
十
郎
は
降
参
し
て
、
二
十
五
日
に
三
好
長
慶
が
芥
川
城
に
入

城
し
た
。
二
十
九
日
に
は
長
慶
の
子
孫
二
郎

（義
長
)
が
細
川
晴
元
の
嫡
子
聰
明
丸

（昭
元
)
を
伴
な

っ
て
越
水
城
か
ら
芥
川
城
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に
入

っ
た
。
芥
川
孫
十
郎
は
や
は
り
こ
こ
で
も
刑
死
を
う
け
ず
敗
軍
の
将
と
し
て
芥
川
を
離
れ
、
阿
波
国
に
三
好
豊
前
守
を
た

よ

っ
て
落

ち

の
び

た

の

で
あ

る

中

世
四
〇

二

・
四
〇

七

天
文
二
十

一
年
六
月
十
四
日
付
の
三
好
長
慶
が
霊
松
寺
に
与
え
た
軍
中
禁
制

（案
文
)
が
あ
る
〔
中
世
三
九
八
〕

。

こ

れ

は
芥
川
城

三好長慶軍中禁制案 （霊松寺文書)写200

主
芥
川
孫
十
郎
が
謀
叛
を
企
て
て
発
覚
し
、
長
慶
か
ら
辛
う
じ
て
許
さ

れ
て
芥
川
城
に
い
た
頃
の
も
の
で
あ
る
。
も
は
や
芥
川
城
足
下
の
霊
松

寺
も
芥
川
孫
十
郎
を
見
限

っ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
芥
川
孫
十

郎
が
本
領
を
恢
復
し
た
と
い
う
謳
歌
し
た
時
代
は
、
天
文
二
十

一
年
四

月
に
す
で
に
終

っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
時

か
ら
長
慶
は
高
槻

市
域
内
に
直
接
的
政
治
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
三
好
長
慶
の
芥
川
城
攻
め
の
軍
兵
数
万
が
帯
仕
山
辺
に
充

満
し
て
い
た
天
文
二
十
二
年
七
月
中
旬
頃
、
山
城
西
岡
四
ヵ
郷
と
松
尾

神
社
社
家
の
間
に
水
論
が
起

っ
て
い
た
。

こ
の
水
論
所
に
対
し
て
山
科
言
継
が
そ
の
調
停
和
解
の
斡
旋
に
の
り

出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
七
月
十
六
日
に
山
科
言
継

・
権
大
納
言
中
御

門
宣
忠

・
松
尾
神
社
社
務
相
光
朝
臣
が
葉
室
邸
に
集

っ
て

相

談

し

た

が
、
す
で
に
桂
荘
の
中
路
美
濃
守
と
山
城
郡
代
中
路
若
狭
守
と
の
間
に

は
中
分
の
方
向
で
解
決
す
べ
き
了
解
が
と
り
つ
け
て
あ
り
、
同
趣
旨
の
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こ
と
を
鳥
養
兵
部
丞
を
通
じ
て
、
三
好
長
慶
に
伝
え
、
調
停
和
解
に
の
り
出
し
て
欲
し
い
と
い
う
書
状
を
発
す
る
こ
と
に
な

っ

鳥養宗慶書状〔折紙〕（葉間家文書)写201

た
。
言
継
が
認
め
た
こ
の
書
状
の
な
か
に
は
、
水
論
の
双
方
と
も
そ
れ
ぞ
れ
云
い
分
は
も

っ

ち
ゅ
う

ぶ

ん

て
い
る
が
、
三
好
長
慶
に
よ
る
中
分

の
処
置
以
外
に
な
い
こ
と
を
の
べ
て

い
る
と
と
も
に
、

さ
き
の
三
好
長
慶
家
臣
中
路
若
狭
守
は
じ
め
三
好
方
と
し
て
西
院
城
を
固

め
て
い
る
小
泉
山

城
守
に
も
了
解
を
え
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

〔
中
世
四
〇

八
〕。

三
好
長
慶
家
臣
鳥
養
兵
部
丞
は
、
天
文
二
十

一
年
三
月
、
言
継
が
三
好
長
慶
の
将
軍
御
供

衆
昇
格
を
祝
う
た
め
赴

い
た
時
に
、
奏
者
と
し
て
挨
拶
に
出
て
い
て
、
す
で
に
面
識
は
あ
る

『
言
継

卿
記
』

し
か
も
鳥
養
は
摂
津
国
島
下
郡
鳥
養
出
身
の
武
士
で
あ
り
、
実
名
を
貞
長
と
い
う
。

そ
の
子
孫
と
思
わ
れ
る
鳥
養
宗
慶
は
『
明
翰
抄
』
に
も
み
え
る
人
物
で
あ
る

『続
群
書
類
従
』

巻
第
九
百
二
十
七

長
慶
の
奏
者
で
も
あ
る
し
、
現
地
の
実
態
を
熟
知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
書
状
の
相
手
と

し
て
選
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
こ
の
書
状
を
も
ら

っ
た
長
慶
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
を
う

っ
て
処
理
し
た
か
明

ら
か
で
は
な

い
。
恐
ら
く
長
慶
の
尽
力
に
よ

っ
て
解
決
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
調
停
は
長
慶
が
在
地
に
領
主
と
し
て
根
を
張
る
重
要
な
契
機
と
な

っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い

の
で
あ
る
。
山
科
言
継
は
さ
ら
に
懸
案
の
芥
川
率
分
所
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
三
好
長
慶
と

交
渉
を
も
と
う
と
し
た
。
こ
と
も
あ
ろ
う
に
八
月
十
九
日
(芥
川
城
攻
撃
の
最
中
)
に
沢
路
兵
庫

守
を
芥
川
に
遣
し
た
が
、
芥
川
城
の
こ
と
で
取
り
紛
れ
て
い
る
か
ら
二
十

五
日
以
後
に
こ
い
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と
い
う
こ
と
で
、
追
い
帰
さ
れ
、
芥
川
城
開
城
の
日
の
夕
方
に
帰
京
し
て
い
る

〔
中
世
四
一
一
〕

。

芥

川

政

権
　
　三
好
長
慶
が
芥
川
城
に
入

っ
て
、
地
元
で
あ
る
芥
川
や
高
槻
地
方
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
配
を
し
た
か

の

成

立
　
　
　
そ
の
全
貌
は
も
と
よ
り
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
記
録
の
う
え
で
探
れ
る
最
初
の
も
の
は
、
山
科
言
継
を
中

心
と
し
た
貴
族
層
の

一
部
の
執
拗
な
芥
川
率
分
所
再
興

へ
の
動
き
と
、
そ
れ
に
対
す
る
三
好
長
慶
の
対
応
で
あ

る
。

九
月
四
日
、
葉
室
邸
で
言
継
が
松
尾
神
社
社
務
に
托
し
て
い
た
芥
川
率
分
所
に
つ
い
て
の
松
永
久
秀
室
宛
書

状
の
首
尾
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
松
永
久
秀
が
丹
波
八
上
城
攻
め
の
た
め
出
陣
に
と
り
ま
ぎ
れ
て
い
る
の
で
、
帰
陣

の
時
期
に
し
て
欲
し
い
と
い

う
返
事
が

か
え

っ
て
き
た

〔
中
世
四
一
四

〕。
松
永
久

秀
は
九
月
四
日
に
出
発
し
、

九
月
十

八
日
に
八
上
城
攻
撃
に
敗
北
を
喫
し
て
い

る
。
こ
の
頃
三
好
日
向
守
長
逸
は
摂
津
国
の
将
兵
を
率

い
て
播
磨
国
三
木
別
所
の
城
主
三
木
次
郎
を
攻
撃
し
、

こ
れ
に
勝
利
し

て
い
た

『足
利
季

世
記
』

芥
川
城
は
な
お
戦
乱
の
渦
中
に
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
や
や
中
断
の
の
ち
、
十
月
九
日
、
言
継
は
三
好

長
逸
な
ど
三
名
に
宛
て
て
、
芥
川
率
分
所
な
ど
諸
方
率
分
所
が
不
知
行
と
な
り
皇
室
収
入
に
不
足
を
き
た
し
叱
責
を
う
け
て
い

る
と
訴
え
、
重
ね
て
天
皇
か
ら
再
興
す
べ
し
と
の
女
房
奉
書
が
出
た
の
で
、
三
好
長
慶
に
厳
格
の
措
置
を
と
ら
れ
る
よ
う
口
添

願
い
た
い
と
い
う
書
状
を
書
い
た
。
し
か
し
三
好
長
慶
は
十
月
十
二
日
に
は
淡
路
洲
本
に
お
い
て
、
兄
弟
衆
や
三
好
豊
前
守

・

十
川

一
存
・安
宅
冬
康
な
ど
と
会
合
を
も
ち
、
政
策
大
綱
決
定
を
お
こ
な

っ
て
い
た
模
様
で
あ
り
、
二
十
八
日

に
上
洛
し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
当
分
ま
た
空
転
は
ま
ぬ
が
れ
な
か

っ
た
。
ま
た
言
継
は
長
慶
か
ら
依
頼
さ
れ
た

『
玉
葉
和
歌
集
』
（鎌
倉
時
代

末
、
京
極
為
兼
が
撰
し
た
勅
撰
和
歌
集
)
を
書
写
し
、
二
十
五
日
に

完
了
し
た
り
し
て
い
る

〔
中
世
四
一
六

〕。

天
文
二
十
二
年
の
歳
も
終
ろ
う
と
し
て
い
る
十
二
月
三
日
、
言
継
は
書
写
し
た

『
玉
葉
集
』
を
長
慶
に
進
上
し
て
も
ら
う
こ

と
と
芥
川
率
分
所
再
興
の
口
添
を
長
慶
に
行
な

っ
て
も
ら
う
こ
と
の
二
つ
を
依
頼
す
る
書
状
を
二
位
に
送

っ
た
〔
中
世
四
二
〇

〕
。
こ
の
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二
位
は
富
田
教
行
寺
の
僧
侶
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

〔
中
世
四
一
九

〕。

そ
し
て
い
よ
い
よ
十
二
月
六
日
に
、

芥
川
率
分
所
を
横
領
し

て
い
る
実
態
が
糺
明
さ
れ
、
再
興
の
た
め
長
慶
が
手
を
打
つ
こ
と
が
本
決
り
と
な

っ
た
。
た
だ
し
三
好
長
逸
が
病
気
の
た
め
、

再
興
の
た
め
の
折
紙

（長
慶
の
命
令
書
)
作
製
は
遅
延
し
た
が
、

一
応
再
興
は
成

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

〔
中
世
四
二
〇

〕。

天
文
二
十
三
年
、
三
好
長
慶
を
は
じ
め
と
し
て
、
芥
川
城
の
将
兵
は
丹
波

・
播
磨

へ
と
出
兵
し
た
。
こ
の
年
八
月
、
本
願
寺

第
十
代

の
宗
主
証
如
が
三
十
九
歳
で
没
し
、
子
顕
如
が
宗
主
の
地
位
を
継
い
だ
。
天
文
二
十
四
年
五
月
、
三
好
長
慶
は
、
神
峰

山
寺
の
奥
院
と

い
わ
れ
る
本
山
寺
に
軍
中
禁
制
を
掲
げ
、
境
内
の
竹
木
を
伐
り
と
る
も
の
は
厳
重
に
処
罰
す
る
こ
と
を
触
れ
て

い
る

〔中
世
四
二
六
〕。
寺
伝
で
は
、
天
文
年
中
に
松
永
久
秀
が
祈
願
を
発
し
、

立
身
し
て
の
ち
に
五
百
住
村
の
良
田
を
本
山
寺
に
寄

進
し
た
と
い
わ
れ
、
さ
ら
に
寺
宝
と
し
て
松
永
久
秀
が
寄
附
し
た
と
い
う
足
利
義
政
旧
蔵
の
葡
萄
硯

（中
国
か
ら
の
渡
来
品
)、
同

向
雁
石
が
あ
る
。

写202　 三好 長慶軍中禁制写

（本山寺文書)

弘
治
二

（
一
五
五
六
)
年
正
月
二
日
、
芥
川
城
が
炎
上
し
た
ら

し
い
と
奈
良
興
福
寺
多
聞
院
の
僧
は

記
し
て

い
る

〔中
世
四
二
八
〕。

さ
ら
に
厳
助
大
僧
正
は
、

正
月

一
日
寅
刻

（午
前
四
時
)
火
事

で
、
三
好
義
興

・
松
永
久
秀
の
陣
所
な
ど
数
軒
焼
失
と
記
し
て

い
る
。
し
か
し
芥
川
に
い
た
三
好
長
慶
の
こ
と
に
つ
い
て
は
非

常
な
関
心
を
示
す
山
科
言
継
が
、
そ
の
日
記
に
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
何
ら
触
れ
て
は
い
な
い
。
正
月
二
十
八
日
、
言
継
は
家

礼
沢
路
筑
後
守
を
芥
川
に
遣
わ
し
、
三
好
長
慶

・
松
永
久
秀
な

７０２
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ど
に
太
刀
を
贈

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
遅
延
し
て
い
た
正
月
礼
で
あ
る

〔中
世
四
二
九
〕。

弘
治
四
（
一
五
五
八
)年
二
月
三
日
、
細
川
晴
元
の
嫡
子
総
明
丸
が
芥
川
城
で
元
服
し
、
六
郎
と
称
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
『
続
応

仁
後
記
』
な
ど
は
、
将
軍
足
利
義
輝
と
細
川
総
明
丸
を
擁
す
る
三
好
長
慶
と
が
な
お
敵
対
関
係
に
あ
り
、
将
軍

の
名
字
の

一
字

を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、長
慶
は
た
だ

「細
川
の
屋
形
」
と
よ
ん
で
、
君
臣
の
礼
儀
を
従
来
通
り
遵
守
し
敬
し
て
い
た
。
細

川
晴
元
の
方
が
三
好
長
慶
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
敵
に
な

っ
た
の
に
、
長
慶
の
方
は
従
来
の
約
束
を
忘
れ
ず
、
六
郎
を
擁
立
す
る

こ
と
は
、
誠
に
有
道
の
挙
動
で
あ

っ
て
神
妙
な
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
万
人
こ
れ
を
感
服
し
た
と
述
べ
て
い
る

〔
中
世
四
三
一
・
四
三
二
〕

。

だ
が

こ
れ
は
ど
う
み
て
も
細
川
晴
元
か
ら
人
質
と
し
て
と

っ
て
い
る
態
の
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
元
服
儀
式
が
、
世
人
の
支
持
共
感
を
え
る
た
め
の
戦
術
の

一
つ
で
あ

っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
。

こ
の
弘
治
四
年
五
月
、
朽
木
谷
に
あ

っ
た
将
軍
足
利
義
輝
は
細
川
晴
元

・
佐
々
木
義
賢
ら
と
兵
を
坂
本
に
す
す
め
、
三
好
方

も
松
永
久
秀
が
軍
を
率
い
て
上
洛
。
六
月
に
入

っ
て
東
山
勝
軍
地
蔵
山
の
攻
防
か
ら
合
戦
が
始
ま
る
。
次
第

に
三
好
方
優
勢
に

立
ち
、
六
角
義
賢
ら
が
和
解
に
乗
り
出
そ
う
と
し
た
が
果
さ
ず
、
七
月
に
は
三
好
長
慶
は
洛
中
の
地
子
銭
を
徴
収
し
て
将
軍
家

に
渡
さ
ず
、
将
軍
家
財
政
の
一
部
を
奪

っ
た
。
八
月
、
阿
波
本
国
か
ら
の
援
軍
が
続
々
と
京
都
に
入

っ
て
く

る
な
か
で
、
再
び

六
角
氏
の
和
解
策
が
う
ち
出
さ
れ
、
長
慶
は
尼
崎
城
に
子
慶
興
を
は
じ
め
、
兄
弟
で
あ
る
三
好
義
賢

・
安
宅
冬
康

・
十
河

一
存

や
そ
の
他
三
好

一
族
と
会
談
し
、
最
終
的
に
は
将
軍
家
と
の
和
睦
に
決
し
た
の
で
あ
る
。

十

一
月
二
十
七
日
、
将
軍
義
輝
は
相
国
寺
に
入
り
、
三
好
長
慶

・
慶
興
父
子

・
兄
弟

・
一
族
ら
が
見
参

・
出
仕
し
た
。
十
二

月
に
将
軍
は
二
条
の
日
蓮
宗
寺
院
妙
覚
寺
に
入
り
、
そ
こ
を
居
所
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
そ
の
間
、
幕
閣
有
力
武
士
層
の

徹
底
し
た
弾
圧
が
お
こ
な
わ
れ
、
細
川
晴
元
は
流
浪
の
閑
人
と
な

っ
て
ひ

っ
そ
り
と
住
ん
で
い
た
。
長
慶
父
子

・
松
永
久
秀
ら
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は
芥
川
城
に
ひ
き
あ
げ
、
松
永
は
さ
ら
に
自
城
た
る
摂
津
滝
山
城
に
帰
城
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

中
世
四
三

一

・
四
三
四

・
四
三
五

・
四
三
六

三
好
長
慶
は
軍
事
的
に
み
て
も
、
ま
た
そ
の
政
治
的
立
場
に
お
い
て
も
天
文
二
十
四
年
の
半
ば
頃
か
ら
、

誰
は
ば
か
る
こ
と

な
く
最
高
の
命
令
を
発
し
う
る
地
位
を
え
た
。
畿
内
地
方
だ
け
に
限
ら
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
芥
川
城
主
三
好
長
慶
は

一
個

の
政
権
担
当
者
で
あ

っ
た
と
い
え
る
し
、
そ
の
政
権
は
芥
川
政
権
と
呼
び
う
る
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
っ
て
も
絶
対
的
な
権
威
を

正親町天皇綸旨 （霊松寺文書)写203

も

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
年
号
改
元
の
権
限
は
朝
廷
に
握

ら
れ
て
い
た
。
弘
治
四
年
は
二
月
二
十
八
日
に
永
禄
に
改
め
ら
れ
た
が
、

そ
れ
は
関
白
近
衛
晴
嗣
ら
が
中
心
と
な

っ
て
論
議
さ
れ
正
親
町
天
皇
に
よ

り
発
令
さ
れ
た
が
、
朽
木
谷
に
い
た
将
軍
側
に
も
連
絡
承
認
を
え
る
こ
と

な
く
、
そ
れ
ま
で
改
元
が
幕
府
の
承
諾
事
項
に
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
比

べ
て
幕
府
権
威
の
失
墜
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
が
、
三
好
長
慶
の
了
承
を

え
た
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
時
的
に
朝
廷
権
威
の
恢
復
が
あ

っ

た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
だ
が
朝
廷
は
、
も
と
よ
り
三
好
長
慶
の
実
権

を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
永
禄
二
年
八
月
二
十
四
日
に
、
正
親
町
天

皇
の
綸
旨
が
霊
松
寺
に
与
え
ら
れ
、
宝
祚

の
延
長
を
祈

願
し
、
仏
法
の
紹

隆
を
専
に
せ
よ
と
伝
え
ら
れ
た
が
〔
中
世
四
四

四
〕、
三
好
長
慶

の
い
る
芥
川
城
の

近
辺
で
あ
る
と
い
う
政
治
的
理
由
が
そ
の
背
景
に
あ

っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

704



Ⅴ　戦国動乱 と天下統一

永
禄
二

（
一
五
五
九
)
年
五
月
、

将
軍
義
輝
と
の
対
峙
を
解
い
た
長
慶
は
、

久
方
ぶ
り
に
芥
川
城
に
帰

っ
た
。

し
か
し
長
慶

の
配
下
に
等
し
か

っ
た
河
内
守
護
畠
山
高
政
は
、
独
断
で
安
見
直
政
を
守
護
代
に
す
え
、
そ
の
直
政
に
圧
迫
さ
れ
て
、
守
護
職

を
猶
子
貞
政
に
譲
り
、

自
ら
は
高
屋
城

（現
羽
曳
野
市
)
を
出
て
紀
州
に
退
去
し
た
。

六
月
下
旬
、

長
慶
は
松
永
久
秀
ら
と
と

も
に
、
摂
津

・
播
磨
の
武
士
を
擁
し
て
河
内
に
出
陣
し
、
高
屋
城
を
囲
み
、
八
月

一
日
に
こ
れ
を
陥
れ
、
さ
ら

に
飯
盛
城
を
掌

中
に
し
た
。
高
政
を
ふ
た
た
び
高
屋
城
に
復
帰
さ
せ
て
、
河
内
守
護
に
再
補
し
、
長
慶
は
河
内
に
対
す
る
発
言
権
を

一
層
強
め

る
と

と

も

に

中
世
四
五
三

・
四
五
五

敵
で
あ

っ
た
安
見
直
政
ら
が
大
和
に
逃
げ
こ
ん
だ
の
を
、
松
永
久
秀

・
伊
丹
親
興
ら
に
追
わ
せ
、

し

ぎ
じ
ょ
う

大
和
国
内
の
春
日
神
社
領
荘
園
を
掌
中
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
松
永
久
秀
を
信
貴
城
に
入
城
さ
せ
た
の
で
あ
る

『
三
好

長
慶
』

永
禄
三
年
正
月
、
三
好
長
慶
は
修
理
大
夫
と
な
り
、子
息
義
長

（慶
興
と
い
っ
て
い
た
が
将
軍
義
輝
か
ら
一
字
を
与
え
ら
れ
て
義
長
と

改
名
し
て
い
た
。

の
ち
さ
ら
に
義
興
と
称
す
る
よ
う
に
な
る
)
は
父
の
受
領
名
を
継
い
で
筑
前
守
と
な
り
、

松
永
久
秀
は
弾
正
少
弼

と
な

っ
て
、
義
長
と
と
も
に
御
相
伴
衆
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
三
好

一
族
は
幕
府
出
仕
を
と
げ
、
三
好
勢
力
は
中
央

政
界
で
中
心
的
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
三
好
長
慶
の
芥
川
政
権
は
そ
の
極
盛
期
を
迎
え
る
の

で
あ
る
が
、
長
慶
は
芥
川
城
に
い
て
の
ど
か
な
日
々
を
送

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

二
月
か
ら
四
月
四
日
ま
で
、
長
慶
は
堺
に
ゆ
き
、
三
好
康
長
を
阿
波
か
ら
呼
び
よ
せ
、
河
内
経
略
の
相
談
を
し
、
ひ
き
つ
づ

き
河
内
を
巡
視
し
て
芥
川
に
帰
り
、
四
月
六
日
に
は
ふ
た
た
び
芥
川
城
を
出
て
、
淡
路
洲
本
に
ゆ
き
、
阿
波
か
ら
来
た
三
好
義

賢

（物
外
軒
実
休
と
称
し
て
い
た
)
と
会
談
し
、
五
月

一
日
芥
川
城
に
帰
り
、
将
軍
に
報
告
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
い
よ
い

よ
河
内
守
護
家
畠
山
家
の
内
紛
や
不
首
尾
を
口
実
に
、
河
内
攻
め
を
開
始
し
、
河
内
支
配
に
乗
り
出
す
の
で
あ

る
。

六
月
末
、
長
慶
は
三
好
実
休
と
と
も
に
幕
府
御
料
所
で
あ

っ
た
河
内
十
七
ヵ
所
で
合
流
し
、

河
内
の
高
屋
城

・
飯
盛
城

（現
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四
条
畷
市
)
を
攻
撃
し
た
。

つ
い
に
十
月
に
な

っ
て
両
城
は
開
城
し
、

畠
山
高
政

・
安
見
直
政
は
堺
に
逃
れ
、
河
内
は
三
好
の

領
有
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
長
慶
は
河
内
平
定
を
し
き
り
に
主
張
し
た
三
好
実
休
に
こ
の
高
屋
城
を
与
え
、
長
慶
自
身
は
飯

盛
城
に
移

っ
て
居
城
と
す
る
に
い
た

っ
た
の
で
あ
る
。
三
好
長
慶
が
芥
川
城
を
居
城
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
三
好
政
権
を
か

り
に
芥
川
政
権
と
よ
ん
だ
が
、
そ
の
長
慶
が
飯
盛
城
に
移
れ
ば
、
も
は
や
芥
川
政
権
と
よ
ぶ
の
は
不
適
当
と
な
ろ
う
。

三
好
長
慶

の
　
　三
好
長
慶
が
山
城
国
革
島
庄
域
内
の
水
論
裁
定
に
の
り
出
し
た
こ
と
は
、

天
文
二
十
二
年

の
松

尾
神
社
と

芥
川
水
論
裁
定
　
四
ヵ
郷
と
の
相
論
を
ひ
い
て
す
で
に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

永
禄
二

（
一
五
五
九
)
年
の
四
月
か
ら
五

月

頃
に
は
、
や
は
り
芥
川
か
ら
の
灌
漑
を
め
ぐ

っ
て
、
真
上
と
郡
家
と
の
間
に
水
論
が
起

っ
た
。

そ
れ
は
芥
川

に
あ
る
井
堰

（井

さ
し

ず

手
床
)
を
ど
ち
ら
が
支
配
す
る
か
で
双
方
が
指
図

（絵
図
面
)
を
も

っ
て
訴
訟
を
し
、
審
理
が
繰
返
さ
れ
た
が
、
明
確
な
証
拠
に

は
な
ら
な
い
う
え
に
、
問
題
の
井
堰
は
真
上
側
の
主
張
で
は
以
前
は
ま

っ
た
く
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
実

態
究
明
の
た
め
に
、
三
好
長
慶
方
か
ら
検
使
を
現
地
に
派
遣
し
て
調
査
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
井
堰
は
現
に
設
け

ら

れ

て

お

り
、
年

々
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
真
上
の
主
張
に
は
根
拠
の
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
郡
家

の
勝
訴
と
な

っ

た
。
そ
こ
で
三
好
方
で
は
、
絵
図
の
う
え
に
井
堰
の
場
所
を
指
示
し
、
そ
こ
か
ら
の
引
水
は
郡
家
が
専
用
す
べ
き
で
あ
る
と
裁

定
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
絵
図
の
表
に
は
三
好
長
慶
の
三
奉
行
で
あ
る
松
永
久
秀
・
三
好
長
逸
・
石
成
友
通
の
署
判
が
あ

り
、
裏
面
に
は
三
好
長
慶
の
署
判
が
あ
る
〔
中
世
四
四
二

〕。

芥
川
を
め
ぐ
る
灌
漑
用
水
施
設
の
開
発

・
管
理
や
用
水
争
論
な
ど
は
、
真
上
氏

・
芥
川
氏
な
ど
在
地
の
武
士
や
、
在
地
の
農

民
た
ち
の
間
で
自
主
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
三
好
政
権
は
、
こ
の
よ
う
な
機
能

・
権
利
を
没
収
し
て
ゆ
き
、
支
配

の
た
め
の
手
段
に
利
用
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
戦
国
時
代
の
大
名
の
動
き
が
手
に
と
る
よ
う
に
示

さ

れ

て

い

７０６
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ま
か

る
。
ま
た
三
好
長
慶
の
裁
許
状

（前
出
写
一
五
六
参
照
)
は
そ
の
文
章
の
最
後
を

「
当
所

（郡
家
）
の
理
運
の
旨

に
任
せ
、

絵

図

た
よ
り
　
も
っ
ぱ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
つ
　
　
　

く
だ
ん

の
如
く
、
井
手
を
構

へ
、
用
水
の
便
を
専
に
す
べ
き
も

の
な
り
、
仍
て

状
件
の
ご
と
し
」
と
結
ん
で
い
て
、
三
好
長
慶
が
芥
川

用
水
争
論
の
実
態
を
調
査
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
上
位
の
権
力
者

に
報
告
し
、
そ
の
権
力
者
の
判
断
を
仰
い
で
そ
れ
を
現
地
に

伝
え
て
調
停
の
役
を
果
す
と
い
う
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
は
な
く
、
三
好
長
慶
の
判
定
が
唯

一
絶
対
の
も
の
と

し
て
臨
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
裁
許
状
は
現
在
も

「
郡
家
区
有
文
書
」
と

し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
以
後
こ
の
井
堰
を
め
ぐ

っ
て
水
論

が
起

っ
た
時
に
は
、
郡
家
方
を
有
利
に
運
ぶ
た
め
の
証
拠
文
書
と
し

て
使
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
地
元
の
広
範
な
農
民
た
ち
が
生

産
と
生
活
を
支
え
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
自
主
的
に
話
し
あ
い
を
進

め
て
ゆ
く
道
を
放
棄
さ
せ
る
手
段
と
も
な
り
、
む
し
ろ
長
慶
の
専
制

政
治
を
思
い
出
さ
せ
る

「
よ
す
が
」
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

三
島
江
・
柱
　
す
で
に
の
べ
た
真
上
・
郡
家
辺
が
芥
川
か
ら

水
を

本

の
治
水
　
　ひ
き
灌
漑
を
開
始
す
る
地
域
と
し
て
重
要

で
あ

っ

た
が
、

こ
れ
か
ら
と
り
あ
げ
る
三
島
江

・
柱
本
辺
は
、
芥
川
が
淀
川

に
合
流
す
る
地
域
で
あ
り
、
低
地
の
た
め
排
水
ま
た
は
淀
川
増
水
時

に
水
が
水
田
地
帯
に
逆
流
す
る
こ
と
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

地
域
で
あ

っ
た
。
か
つ
て
は
溝
杭
氏
が
い
て
、
こ
の
地
方
の
治
水
に

写204　 三好奉行衆連判裁許井手絵 図 （郡家区有交書)
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非
常
な
努
力
を
続
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

一
六
世
紀
に
入
る
と
事
態
は
少
し
く
動
い
た
。
三
島
江
を
本
拠
と
す
る
奥

田
氏
、
柱
本
を
本
拠
と
す
る
柱
本
氏
、
さ
ら
に
鳥
飼

（現
摂
津
市
内
)
に
は

の
ち
三
好
氏
の
被
官
と
な

っ
た
鳥
養
兵
部
丞
貞
長

を
生
ん
だ
と
思
わ
れ
る
鳥
養
氏
が

い
て
、
治
水
の
た
め
協
力
し
て
い
た
。
そ
の
具
体
的
な
任
務
は
芥
川
支
流
の
番
田
川

（玉
川
)

や
安
威
川
及
び
淀
川
の
治
水
と
、
芥
川
か
ら
灌
漑
し
た
三
ヶ
牧
水
路

・
三
島
江
水
路
の
管
理
、
さ
ら
に
水
田

の
な
か
に
防
水
の

た
め
に
築
か
れ
て
い
る
犬
ノ
縄
手

・
千
間
縄
手
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
縄

手

（堤
防
の
役
を
果
し
、
輪
重
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
)
の

維
持
管
理
で
あ
る
。

文
亀
二

（
一
五
〇
二
)年
五
月

一
日
に
鳥

養
重
家
と
鳥
養
重
永
の
両
名
は
連
署
で
奥

田
左
衛
門
尉
と
柱
本
喜
雲
軒
に
書
状
を
送

は

っ
て
、
湛
水
（冠
水
)
を
排
く
た
め
、
三
島

江

・
柱
本
側
の
三
樋
か
ら
水

を
落

さ
れ

る
の
で
あ
れ
ば
、
鳥
飼
の
小
樋
も
同
様
に

開
い
て
水
を
排
く
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ

と
、
そ
の
か
わ
り
三
島
江

・
柱
本
が
維
持

管
理
し
て
い
る
縄
手
を
堅
固
に
し
、
水
が

一
度
に
鳥
飼
方
向
に
流
れ
こ
ん
で
水
田
が

冠
水
し
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
欲
し
い
こ

図193　 三島江 ・柱本 ・鳥飼略図
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写205　 鳥養重家 ・重永連署書状 〔折紙〕 （葉間家文書)

ふ
さ

と
、
そ
れ
が
果
せ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
排
水
樋
の
樋

口
を
封
い
で
、
落
水
に
協
力
し

な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
状
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
排
水
樋
に
関
す
る
権

利
は
下
流
の
方
が
強
い
と
い
う
こ
と
と
、
地
域
の
境
界
に
設
け
ら
れ
た
縄
手

（堤
）
は
上

手

（上
流
）

の
地
区
が
そ
の
維
持
管
理
の
権
利
を
も
ち
責
任
を
負
う
て

い
た
こ
と
が
わ

か
る
〔中
世
二
五
二
〕。

こ
の
よ
う
に
文
亀
二
年
の
頃
、
三
島
江

・
柱
本
と
鳥
飼
と
の
間
に
は
、

用
水

・
排
水

・
治
水
を
め
ぐ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
利
害
の
相
反
す
る
面
が
あ

っ
た
わ
け
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
島
江

・
柱
本
に
冠
水
し
て
い
る
水
を
、

一
挙
に
排
水
し
て
、
稲

作
の
被
害
を
で
き
る
だ
け
く
い
と
め
る
た
め
に
は
、

縄
手

（堤
)
の

一
部
を
切

っ
て
水

を
落
せ
ば
よ
い
。
し
か
し
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
鳥
養
は
第
二
次
災
害
を
受
け
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
そ
の
矛
盾
を
深
め
る
方
向
に
で
は
な
く
、
排
水
樋
を
活
用
し
て

円
滑
に
し
か
も
急
速
に
排
水
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
、
冠
水
の
被
害
を

最
少
限
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
好
長
慶
が
芥
川
城
主
と
な
り
、
さ
ら
に
長
慶
が
飯
盛
城
に
移

っ
て
も
三
好
氏
の
事

実
上
の
支
配
は
受
け
つ
が
れ
る
の
で
あ
る
が
、そ
の
時
に
な

っ
て
、
こ
れ
ら
三
地
域
の
治

水
の
模
様
に
は
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
年
号
は
不
明
で
あ
る
が
五
月
十
二
日
の
鳥

養
宗
慶
が
三
好
長
慶
の
奉
行
衆
で
あ

っ
た
石
成
友
通
と
寺
町
通
以
両
名
に
宛
て
た
書
状

に
よ
る
と
、
こ
の
度
の
思
い
の
外
の
洪
水
に
よ

っ
て
冠
水
し
た
三
島
江

・
柱
本
か
ら
の
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排
水
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
の
方
法
に
よ

っ
て
、誠
実
に
相
互
で
解
決
を
は
か
り
、
三
好
家
の
意
向
に
そ
う
よ
う
努
力
す
る
か

ら
安
心
さ
れ
た
い
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
排
水
作
業
の
実
務
は
従
来
通
り
で
あ

っ
た
と
し
て
も
排
水
作
業

の
指
示
が
三
好
方

か
ら
出
さ
れ
、
排
水
作
業
の
完
遂
が
三
好
氏
の
支
配
秩
序
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
と
い
う
重
大
な
変
化
が
起

っ

て
い
る
。
ま
た
年
末
詳
で
あ
る
が
、
寺
町
通
以

・
束
村
治
清

・
北
瓦
長
盛
・石
成
友
通
ら
四
名
の
三
好
奉
行
衆
の
折
紙
に
よ
る
と
、

堤
な
ど
の
こ
と
に
関
し
て
三
好
方
か
ら
上
使
を
派
遣
し
て
上
意
を
厳
達
す
る
こ
と
、
現
地
に
お
い
て
事
態
が
変
化
す
れ
ば
報
告

す
べ
き
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
正
月
十

一
日
の
鳥
養
宗
慶
が
三
ヶ
牧
惣
中
に
宛
て
た
書
状
に
ょ
る
と
、
三
好
筑
前
守

（長
慶
を
指
す
か
子
息
の
義
興
を
指
す
か
不
明
で
あ
る
)
の
上
意
に
も
と
つ

い
て
堤
防
築
造
が
催
促
さ
れ
、
遅
延
し
た
場
合
に
は
連
絡

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
通
の
文
書
は
と
も
に
宛
て
先
が

「惣
中
」
で
あ

っ
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
住
民
に

直
接
宛
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
奥
田
氏

・
柱
本
氏
は
見
え
て
こ
な
い
。も
ち
ろ
ん
こ
の
武
士
層

（殿
原
層
）が
村
落
か
ら
離
れ
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
治
水
事
業
の
現
地
指
導
を
や
め
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
三
好
氏
の
被
官
と
し

て
編
成
さ
れ
て
支
配
の
末
端
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
の
性
格
を
よ
り
強
め
て
き
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
〔
中
世
二
五
二

〕。

芥

川
　
　
　
　

三
好
長
慶
が
山
科
言
継
に

『
玉
葉
和
歌
集
』
の
書
写
を
依
頼
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

百

韻
　
　
　
　

当
時
の
武
将
の
大
部
分
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
長
慶
も
文
芸
を
愛
好
し
て
い
た
。
天
文

二
十
三
年
二
月

さ
と
む
ら
じ
よ
う
は

二
十
二
日
に
、
連
歌
師
の
谷
宗
養

・
里
村
紹
巴
と
三
人
で
、
連
歌
師
寿
慶
の
死
を
惜
ん
で
、
追
善
の
た
め
に

「
何
船
」
百
韻
を

興
行
し
た
。

ゆ
く
へ

霞
む
夜
は
む
な
し
き
月
の
行
衛
か
な
　
　
長
慶

夢
路
つ
ゆ
け
き
明
ぼ
の
の
春
　
　
　

宗
養
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花
か
ほ
る
深
山
の
宿
に
枕
し
て
　
　
　

紹
巴

な
ど
、
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
三
三
句
づ

つ
を
詠
み
、
最
後
の

一
句
を
中
見
が

詠

ん
で
百
韻
と
な

っ
た
。
こ
の
百
韻
は
お
そ
ら
く
芥
川
城
で
催
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
里
村
紹
巴
の
句
の
な
か
に
あ
る

「
深
山
の
宿
」
と
は
、

城
山
の
宿
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

さ
ら
に
弘
治
三
年
に
芥
川
城
で
百
韻
を
興
行
し
た
。
そ
れ
に
は
長
慶
の

ほ
か
弟

の
安
宅
冬
康

・
長
松
軒
淳
世
、
当
代
随

一
と
も
い
わ
れ
る
先
ほ
ど

の
谷
宗
養

・
里
村
紹
巴
な
ど
十
名
が
参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

山
柴

に
夕

日
そ

よ
め
く
時
雨
哉

冬
も
雄
鹿

の
行
帰
る
道

虫

の
声

の
こ
ら

ぬ
秋
や
誘

ふ
ら

ん

邑
に
吹
野

の
あ

ら
し
寒
け

し

宗
養

長
慶

冬
康

紹
巴

（以
下
略
す
）

な
ど
と
続
き
、
宗
養

一
六
句

・
長
慶

一
六
句

・
冬
康

一
五
句

・
紹
巴

一
四

句
と
詠
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
芥
川
百
韻
が
い
つ
興
行
さ
れ
た
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
。
ま
た
永
禄
五

（
一
五
六
二
)
年
五
月
、
河
内
教
興
寺

合

戦

で
畠
山
高
政
ら
を
破
り
、
ふ
た
た
び
畿
内
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
あ

と
で
、
飯
盛
城
に
お
い
て
道
明
寺
法
楽
の
た
め
百
韻
を
行

っ
て
い
る
。
そ

写206　 初何百 韻 （静嘉堂文庫所蔵本)
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の
相
手
も
宗
養
で
あ
る
。
宗
養
は
京
都
を
住
い
と
し
て
い
た
が
、
三
好
長
慶
の
も
と

へ
の
往
来
は
繁
し
か
っ
た

第
二
節
　

三
好
勢
衰
退
期

の
高
槻
地
方

長
江
正

一

『三
好
長
慶
』

芥
川
城
主
三
好
　
三
好
長
慶
が
河
内
飯
盛
城
を
居
城
と
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
ち
、

芥
川
城
は
三
好
政
権

に
と

っ
て
中

枢

的

義
興

の
時
代
　
　位
置
を
失

っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、

や
は
り
摂
津
国
の
政
治
的
拠
点
で
あ

っ
た

の
み
な
ら
ず
、

京

都
に
対
し
て
に
ら
み
を
き
か
す
城
と
し
て
重
要
で
あ

っ
た
こ
と
に
変
り
は
な
い
。

永
禄
四

（
一
五
六

一
）
年
の
新
春
を
芥
川
城
主
と
し
て
迎
え
た
三
好
義
興
は
、
正
月
二
十
三
日
に
松
永
久
秀
と
と
も

に

上

洛

し
、
二
十
四
日
に
は
将
軍
足
利
義
輝
に
面
謁
し
、正
月
礼
と
御
相
伴
衆
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
の
礼
を
述
べ
、
両
名
と
も
朝
廷
か
ら

従
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
。
御
相
伴
衆
と
は
、

三
管
領
家

（細
川

・
斯
波

・
畠
山
)
に
つ
ぎ
侍
所
の
頭
人

（赤
松

・
一
色

・
山
名

・

京
極
)
と
並
ぶ
も
の
で
あ

っ
た
。

三
好
家
出
自
の
も
の
と
し
て
は
、
三
好
長
慶

・
三
好
長
逸
に
つ
づ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
三

好

一
族

・
三
好
勢
が
中
央
政
界
で
形
式
的
に
も
次
第
に
重
き
を
な
し
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
二
月

一
日
に
両く

 

名
は
将
軍
か
ら

「桐
」
の
紋
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
こ
の

「
桐
」
の
紋
を
拝
領
し
て
、
さ
き
の
従
四
位
下
叙
任
の
口

ぜ
ん
あ
ん

宣
案
に

「藤
原
久
秀
」
と
あ

っ
た
の
を
、
久
秀
は
懇
望
に
し
て

「
源
久
秀
」

に
書
き
か
え
て
も
ら

っ
た

『
伊
勢
貞

助
記
』

三
月
に
三
好
長
慶
は
幕
府
に
出
仕
し
、
三
月
二
十
九
日
に
将
軍
足
利
義
輝
は
立
売
町
に
仮
殿
と
し
て
造
営
さ
れ
た
三
好
長
慶

亭
に
御
成
を
し
た
。

三
好
長
逸
が
総
奉
行
と
な
り
、

伊
丹

・
三
宅

・
池
田
氏
な
ど
摂
津
武
士
が
警
備
に
あ
た

っ
て
い
る

な

か

を
、
午
後
二
時
頃
、
将
軍
は
長
慶
亭
に
到
着
し
た
。
ま
ず
太
刀
な
ど
が
将
軍
ら

一
行
に
献
上
さ
れ
た
が
、
そ

の
案
文
は
幕
臣
伊
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勢
貞
助
が
作
製
し
、
三
好
被
官
鳥
養
兵
部
丞
貞
長
が
清
書
し
て
い
る
。
鳥
養
貞
長
は
能
書
家
と
し
て

『明
翰
抄
』
に
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
献
上
に
つ
づ

い
て
能

一
四
番
が
演
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
の
祝
儀
は

一
万
疋
に
及
ん
だ
と
い

う
。
松
永
久
秀

・
加
地
久
勝

・
三
好
政
康

・
三
好
長
逸

・
石
成
友
通

・
塩
田
采
女
助
な
ど
が
相

伴
接

待

に
奔
走
し
た
。
そ
の

夜
、
将
軍
は
長
慶
亭
に
宿
泊
し
、
翌
閏
三
月

一
日
午
前

一
〇
時
頃
、
将
軍
は
帰
還
し
た

『
三
好
亭

御
成
記
』

三
好
長
慶
は
三
好
勢
の
総
力
を
あ
げ
て
こ
の
盛
儀
を
催
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
は
将
軍
の
三
好
亭
お
成
り

の
時
に
、
そ
れ
ま

写207　 富 田普門寺 （市内富田町四丁目)

で
和
解
で
き
ず
に
い
た
三
好
長
慶
と
細
川
晴
元
と
の
調
停
が
促
さ
れ
た
。

長
慶
は
そ
れ
を
承
諾
し
、
そ
れ
は
意
外
に
早
く
実
現
す

る
こ
と

に
な

っ

た
。
五
月
六
日
、
細
川
晴
元
入
道

一
清
は
、
潜
居
し
て

い
た
近
江
朽
木
谷

を
出
て
三
好
長
慶
に
迎
え
ら
れ
富
田
普
門
寺
に
入
り
、

長
慶

は
富

田

庄

を
晴
元
が
知
行
で
き
る
よ
う
尽
力
し
た
と
い
う

中
世
四
五
七

・
四
六

一

順
興
寺
実

従
の
日
記

『私
心
記
』
は
、
細
川
晴
元
が
富
田
普
門
寺

に
入

っ
た
の
を
五

月
四
日
と
し
て
い
て
、

他
の
記
録
と
違

っ
て
い
る

〔
中
世
四
六
二

〕。

そ
こ
で
、

元
服
し
成
長
し
た
嫡
子
信
良
に
再
会
し
た
が
、
実
は
そ
れ
か
ら
父
子
二
人

に
と

っ
て
軟
禁
状
態
の
生
活
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
近
江
に
は

二
男
晴
之
が
そ
の
外
叔
で
あ
る
六
角
義
賢
の
も
と
に
い
て
、

こ
れ
ま
た
人

質
の
状
態
で
留
め
お
か
れ
て
い
た
。

細
川
晴
元
が
富
田
普
門
寺
に
入

っ
て
か
ら
二
ヵ
月
後

の
永

禄

四

年

七
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月
、
細
川
晴
元
の
外
叔
六
角
義
賢
は
、
河
内
国
を
奪
わ
れ
て
三
好
長
慶
に
恨
み
を
抱
く
畠
山
高
政
と
謀

っ
て
挙
兵
を
し
た
。
戦

闘
は
京
都

・
和
泉

・
河
内
で
激
し
く
戦
わ
れ
た
が
、
長
慶
は
河
内
飯
盛
城
に
い
て
二
つ
の
方
面
の
戦
争
の
指
揮
を
と

っ
た
。
岸

和
田
城

（現
岸
和
田
市
内
)
は
、
城
主
十
河

一
存
が
死
去
し
た
直
後
で
あ

っ
て
、
い
さ
さ
か
弱
体
化
し
て
い
た
が
、
こ
こ
が
畠
山

高
政
軍
に
攻
撃
さ
れ
た
。
河
内
高
屋
城
主
三
好
実
休
は
和
泉
国
に
出
て
迎
え
撃

っ
た
が
、
翌
永
禄
五
年
三
月

五
日
に
和
泉
久
米

田

（現
岸
和
田
市
内
)
の
合
戦
で
つ
い
に
敗
死
し
た
。

こ
の
よ
う
な
さ
な
か
の
永
禄
四
年
十
二
月
四
日
、
三
好
義
興
は
山
城
国
乙
訓
郡
と
摂
津
国
島
上
郡
に
ま
た
が
る
大
山
崎
惣
中

写208　 乙訓勝竜寺専勝坊 （京都府長岡京市)

に
あ
て
て
、
下
知
状
を
発
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
三
好
が
発
し
た
徳
政
令
に
よ

っ

て
、
大
山
崎
惣
中
が
そ
れ
ま
で
お
こ
な

っ
て
き
た
商
業
高
利
貸
活
動
に
被
害
を
う

け
た
。
そ
の
た
め
に
、
そ
の
三
好
方
の
物
資
輸
送
や
諸
負
担
を
支
え
て
き
た
大
山

崎
惣
中
が
離
反
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
と
み
え
て
、
大
山
崎
惣
中

は
八
幡
宮
の
諸
神

役
を
勤
仕
し
て
お
り
、
そ
の
高
利
貸
の
資
金
は
す
べ
て

「
神
物

」
で
あ
る
と
理
由

づ
け
て
、
惣
中
に
徳
政
令
を
適
用
さ
せ
な
い
よ
う
に
措
置
し
て
い
る

『離
宮
八
幡

宮
文
書
』

六
角
義
賢
軍
と
京
都
で
押
さ
れ
気
味
の
戦
い
を
繰
り
ひ
ろ
げ

て
い
た
三
好
義
興

軍
は
、
三
好
実
休
戦
死
の
報
に
接
す
る
や
、
将
軍
義
輝

・
生
母
慶
寿
院
ら
を
石
成

友
通
に
護
衛
さ
せ
て
男
山
八
幡
に
退
か
せ
、
義
興
自
身
は
松
永
久
秀
と
と
も
に
山

崎
に
退
い
た
。今
村
慶
満
に
は
勝
竜
寺
城

（現
長
岡
京
市
内
)
を
守
ら
せ
た
。
こ
の
よ

う
な
戦
況
の
な
か
で
、
幕
府
は
洛
中
の
住
民
に
対
し
て
、
三
好
方
か
ら
預
か

っ
て
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Ⅴ　戦国動乱と天下統一

い
る
財
産
は
そ
の
ま
ま
に
黙
認
す
る
が
、
三
好
方

の
軍
兵
を
か
く
ま
い
三
好
方
に
内
通
す
る
こ
と
を
禁
止
し

て
、
そ
の
中
立
を

要
求
し
、

山
城
国
西
岡
地
域

（乙
訓
郡

・
葛
野
郡
あ
た
り
)
の
住
民
に
は
徳
政

（さ
ま
ざ
ま
な
借
銭
の
破
棄
)
を
約
束
し
て
幕
府
側

へ
の
協
力
を
え
よ
う
と
し
た
。
ま
た
六
角
義
賢
も
洛
中
に
徳
政
を
実
施
さ
せ
た
。
他
方
、
畠
山
直
政
軍
は
三
好
長
慶
の
居
城
飯

盛
城
に
迫

っ
て
き
た
。
そ
こ
で
三
好
義
興
は
鳥
飼

・
柱
本
に
陣
を
転
じ
た
。
そ
し
て
五
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
河
内
国

写209　 三好義興下知状 （離宮八幡宮文書)

内
で
熾
烈
な
戦
い
が
展
開
さ
れ
た
。
教
興
寺

（現
八
尾
市
内
)

・
羽
曳
野

（現

羽
曳
野
市
)
の
合
戦
な
ど
が
あ
り
、
畠
山
高
政
は
高
屋
城

・
烏
帽
子
形
城

（現

河
内
長
野
市
)
で
破
れ
、

つ
い
に
紀
州
に
走

っ
た
。

安
見
氏

は
本
願
寺

に
庇

ね

ご
ろ
で
ら

護
を
求
め
、
信
貴
山
に
逃
れ
た
根
来
寺
衆
も
討
た
れ
た
。
三
好
氏
の
後
方
を

撹
乱
す
る
た
め
、
摂
津
国
豊
島
郡
に
放
火
し
た
三
宅
国
村

は
堺
に
走

っ
た
。

三
好
軍
は
よ
う
や
く
に
し
て
勝
利
を
収
め
、
六
角
義
賢
は
長
慶
と
和
睦
し
て

近
江
坂
本
に
退
き
、
六
月
に
は
将
軍
義
輝
が
帰
洛
し
、
三
好
政
権
は
な
お
そ

の
余
命
を
継
い
だ
の
で
あ
る

長
江
正

一

『
三
好
長
慶
』

こ
の
三
好
軍
勝
利
が
確
定
し
た
永
禄
五
年
六
月
、
三
好
義
興
は
本
山
寺
に

軍
中
禁
制
を
掲
げ
た
。
そ
れ
は
本
山
寺
境
内
の
竹
木
は
以
前
か
ら
禁
止
し
て

き
て
い
る
通
り
、
伐
り
採
る
こ
と
を
停
止
さ
せ
、
も
し
こ
れ
に
違
反
す
る
も

の
は
厳
罪
に
処
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
原
文
書
は
散
逸
し
た
ら
し
く
、

本
山
寺
に
現
存
す
る
の
は
写
し
で
あ
る

〔
中
世
四
六

九
〕。
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写210　 三好義興軍 中禁制写

（本山寺文書)

こ
の
本
山
寺
に
は
小
笠
原
長
時
の
書
状
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
書
状
は
本
意
が
遂
げ
ら
れ
た
な
ら
ば
信
濃
国

内
に
お
い
て
二
千
疋
相
当
の
土
地
を
本
山
寺
に
寄
進
す
る

約
束
を
し
、
祈
願
を
こ
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
〔
中
世
四
五
九
〕

。

小
笠
原
長
時
は
、
信
濃
守
護
職
を
継
い
で
い
た
が
天
文
二

き
き
よ

う
が

十
二
(
一
五
五
三
)
年
五
月
に
武
田
信
玄
と
信
濃
国
桔
梗
原

ふ
か

し

で
戦

っ
て
破
れ
、
本
拠
深
志
城
（現
長
野
県
東
筑
摩
郡
)
を
出

て
流
客
の
身
と
な
り
、
芥
川
城
三
好
氏
に
身
を
寄
せ
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
寄
食
で
は
な
く
彼
が
弓
馬
諸
芸
に
通
じ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
武
術
指
南
の
任
務
を
持

っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
永
禄
十

一
（
一
五
六
八
)
年
九
月

一
日
山
科
言
継
も
、
三
好
方
を
頼
ん
で
芥
川
に
住
し
て
い
た
信
濃
国
牢
人
小

笠
原
の
子
源
三
郎
と
会

っ
た
こ
と
を
日
記
に
書
き
と
め
て
い
る
〔
中
世
四
八
八

〕。
こ
の
源
三
郎
と
、
や
は
り
小
笠
原

長
時
と
同
時
に
本

山
寺
に
祈
願
を
依
頼
し
、
祈
願
成
就
し
て
信
濃
国
に
下
国
で
き
て
思
う
存
分
に
支
配
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
相
応
の
地

を
本
山
寺
に
寄
進
す
る
と
い
っ
て
い
る
小
笠
原
喜
三
郎
貞
慶
と
が
、
同

一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
〔
中
世
四
五
八

〕。
小
笠

原
長
時
の

一
族
縁
者
と
思
わ
れ
る
小
笠
原
長
高
は
、
三
好
義
興
の
命
令
を
う
け
て
寺
領
安
堵
を
実
行
す
る
奉
行
人
的
地
位
に
あ

っ
て
、
永
禄
四
年
九
月
二
十
二
日
、
本
山
寺
に
あ
て
て
原
谷
内
に
あ
る
本
山
寺
寺
領
を
先
代
の
住
持
の
時
と
同
様
に
与
え
る
か

ら
、
そ
こ
か
ら
の
年
貢
を
寺
用
と
し
て
収
納
せ
よ
と
い
う
三
好
義
興
の
命
令
を
伝
達
し
て
い
る
〔
中
世
四
六
四
〕

。
こ
の
小
笠
原
長
時
な

ど

一
族
が
三
好
勢
の
軍
事
的
強
大
化
に
ど
れ
ほ
ど
役
立

っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
永
禄
十

一
年
九
月
、
織
田
信
長
軍

の
芥
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Ⅴ　戦国動乱と天下統一

川
城
攻
撃
を
受
け
て
細
川
六
郎

・
三
好
長
逸
が
芥
川
城
を
退
城
す
る
時
、

一
緒
に
こ
こ
を

出
、
越
後
国
に
上
杉
謙
信
を
頼

っ
て
い
っ
た
と
い
う

中
世
四
九

六
参
考

細
川
晴

元
・
　
　芥
川
城
主
三
好
義
興
の
監
視
の
も
と
に
、
富
田
普
門
寺
に
月
日
を
送

っ

三
好
義
興
の
死
　
て
い
た
細
川
晴
元
は
、
永
禄
六

（
一
五
六
三
)
年
三
月

一
日
に
死
去

し

た
。
晴
元
の
歳
を

『足
利
季
世
記
』
は
四
五
と
し
〔
中
世
四
七
〇
〕

、
『細
川
系
図
』
は
五
〇
と
す
る

〔
中
世
四
七
三
〕

。
法
名
は
龍
昇
院
心
月

一
清
庵
主
と
号
し
た
。
将
軍
家
の
実
力
を
し
の
ぎ
、
畿
内

地
方
に
君
臨
し
た
細
川
家
も
こ
の
細
川
晴
元
を
最
後
と
し
、
そ
の
末
期
は
あ
わ
れ
で
あ

っ

た
が
、
嫡
子
信
良
に
み
と
ら
れ
て
死
ん
だ
ら
し
い
こ
と
が
晴
元
に
と

っ
て
は
せ
め
て
も
の

慰
め
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。

八
月
二
十
五
日
に
は
三
好
義
興
が
二
二
歳
の
若
さ
で
、
芥
川
城
に
お
い
て
急
死
し
た
と

い
う
。
し
か
し
同
年
八
月
頃
か
ら
す
で
に
病
を
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
死
因
は

黄
疽
で
あ

っ
た
と
い
う
。
し
か
し
ま
た
義
興
に
近
侍
す
る
も
の
の
な
か
に
毒
を
も

っ
た
も

の
が
あ

っ
た
か
ら
と
も
、
ま
た
松
永
久
秀
が
謀
殺
し
た
も
の
で
あ
る
な
ど
と
い
う
噂
も
流

さ
れ
た

中
世

四
七
〇

般
若
院
と
号
す
る

中
世

四
七
五

義
興
の
葬
儀
は
そ
の
年
の
十

一
月
十
五
日

だ
い
り
ん
そ
う
と
う

に
、
堺
南
宗
寺
僧
大
林
宗
套
な
ど
大
徳
寺
派
僧
侶
に
よ

っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
大
林
宗
套

は
、

弘
治
二

（
一
五
五
六
)
年
に
三
好
長
慶
が
泉
州
堺
に
龍
興
山
南
宗
寺
を
創
建
し
た
時
、

請
ぜ
ら
れ
て
開
山
と
な

っ
た
人
で
あ
る

『
龍
宝
山
大
徳

禅
寺
世
譜
』

義
興
の
墓
は
真
上
の
霊
松
寺
に
あ

写211　 小笠原長時書状 〔折紙〕（離宮八幡宮文書)
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る
。
墓
は
磬
石
の
塔
で
あ

っ
て
、
近
く
の
人
び
と
は

「
三
好
の
カ
ン
カ
ン

石
」
と
よ
び
、

「
三
好
筑
前
守
義
興
墓
、

永
禄
六
年

八
月
二
十
六
日
卒
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

父
三
好
長
慶
の
愁
傷
は
ひ
と
し
お
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

義
興
は
す
で
に
結
婚
し
て
い
た
が
、

い
ま
だ
嫡
子
は
な

か

っ

そ

ご
う
か
ず

ま
さ
　
　

た
。

そ

こ

で

三
好

長

慶

が

か
ね

て

か
ら

手

も

と

で

育

て

て

い
た

十

河

一
存

（三
好
長
慶

の
弟

で
か

つ
て
岸
和

田
城

主

で
あ

っ
た
)

の

し
げ
ま
さ

子
熊
王
丸
を
家
督
に
据
え
た
。
孫
六
郎
重
存
と
い
い
、
将
軍
の
名
乗
り
の

一
字
を
も
ら

っ
て
義
存
、

の
ち
義
継
と
い
っ
た
。

三
好
長
慶
も
昔
日
の
権
勢
は
な
く
、
三
好
義
興
死
後
、
政
治
は
松

永
久
秀
と
い
わ
ゆ
る
三
好
三
人
衆
と
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

永
禄
三
年
か
ら
同
四
年
に
か
け
て
が
三
好
長
慶
勢
力
の
極
盛
期
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
四
年
以
後
は
そ
の
衰
退
期
と
い
っ
て
よ
い
。
象
徴

的
に
い
え
ば
、
永
禄
四
年
三
月
に
将
軍
足
利
義
輝
を
三
好
長
慶
亭
に

招
じ
て
、
盛
大
な
宴
が
張
ら
れ
た
時
が
、
三
好
勢
力
後
退
の
始
ま

っ

た
第

一
歩
で
あ

っ
た
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
主
家
で
あ
る
細
川
氏
に

敵
対
し
、
こ
れ
を
凌
駕
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
三
好
軍
の
圧
倒
的

な
軍
事
力
の
強
大
さ
で
あ

っ
た
。
し
か
し
中
央
政
界

に
重
き

を

な

し
、
畿
内
近
国
の
統
治
の

一
翼
を
担
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
旧
来

の
諸

勢
力
と
の
妥
協
、
伝
統
的
な
統
治
の
し
く
み
と
の
対
応
が
迫
ら
れ
て

写212　 細川晴元の墓 （富田 ・普門寺)
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く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
三
好
政
権
内
部
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
不
統

一
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。

三
好
長
慶
は
、
そ
の
勢
力
を
畿
内
に
拡
大
し
扶
植
す
る
時
代
や
、
芥
川
政
権
を
樹
立
し
た
初
期
に
は
、
越
水
城
や
堺
、
さ
ら

に
は
淡
路
洲
本
な
ど
で
三
好

一
族
の
有
力
武
将
は
し
ば
し
ば
会
談
し
、
当
面
の
政
治
・
軍
事
な
ど
の
と
る
べ
き
手
だ
て
に
つ
い

て
、意
見
を
交
換
し
意
志
の
統

一
を
は
か

っ
て
い
る
。
軍
事
力
に
つ
い
て
は
、か
つ
て
細
川
晴
元
が
頼
り
と
し
て

い
た
摂
津
国
内

の
武
将
た
ち
を
と
り
こ
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
な
お
中
心
の
軍
事
力
と
は
な
り
え
な
か

っ
た
の
で
、
本
国
の
阿
波
か
ら
派
遣
さ

れ
て
く
る
軍
事
力
に
大
き
く
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
が
、
拡
大
さ
れ
て
く
る
畿
内
の
支
配
地
域
の
城

々
に

配
置
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
三
好
勢
の
連
合
軍
体
制
の
総
指
揮
を
と
る
の
が
家
督
三
好
長
慶
で
あ

っ
て
、

こ
の
体
制
は
戦
争
の
場
合
の
軍
事
行
動
の
み
な
ら
ず
、
畿
内
地
方
の
日
常
的
な
政
治
の
な
か
に
も

一
種
の
有

力
武
将
協
議
の
体

制
が
と
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
軍
中
禁
制
」
と
い
う
よ
う
な
、

軍
事
行
動
の
全
権
の
掌
握
す
る
も
の
が
発
し
て
こ
そ
意

味
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
三
好
孫
十
郎

・
三
好
長
慶

・
三
好
義
興
な
ど
の
名
で
出
さ
れ
て
い
た
が
、
三
島

江
・
柱
本
の
水

利
に
か
か
わ
る
堤
防
の
問
題
や
、
芥
川
の
井
堰
支
配
を
め
ぐ

っ
て
の
郡
家
と
真
上
の
争
論
の
裁
定
な
ど
非
軍
事

的
な
政
治
の
面

に
お
い
て
は
、
三
好
長
逸

・
寺
町
通
以

・
松
永
久
秀
な
ど
が
奉
行
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
処
理
に
あ
た

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
政
権
が
公
的
機
能
を
い
よ
い
よ
大
き
く
果
す
よ
う
に
な
る
こ
と
、
こ
れ
が
政
権
安
定
の
重
要
な
方
向
の

一
つ
で

あ

っ
た
が
、
そ
う
は
い

っ
て
も
芥
川
政
権
は
あ
く
ま
で
も

つ
ね
に
臨
戦
体
制
を
と
り
、
戦
争
に
勝
た
な
け
れ
ば

維
持
で
き
な
い

政
権
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
家
督
の
も
と
に
可
能
な
限
り
軍
事

・
行
政

・
富
を
集
中
し
て
、
内
と
外
に
絶
え
ず

に
ら
み
を
き
か
せ

て
お
く
必
要
が
あ

っ
た
。
三
好
氏
家
督
の
直
轄
領
と
直
属
軍
と
直
属
腹
臣
と
が
拡
大
さ
れ
強
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ

こ
に
三
好
政
権
を
支
え
る
三
好

一
族
と
直
属
家
臣
と
の
間
に
対
立
と
反
目
と
が
生
ま
れ
て
く
る
理
由
が
あ

っ
た
。
こ
の
直
属
家
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　う
ち
の
も
の
　
　
　
　
　

う
ち
の
し
ゅ
う

臣
の
こ
と
を

「内
者
」
「
内
衆
」
と
よ
ん
で
い
た
。

天
文
十
八
年
十

一
月
、
内
蔵
寮
領
で
あ
る
率
分
所

（関
所
)
に
対
す
る
三
好
被
官
今
村
慶
満
の
違
乱
が
続
い
て
い
た
頃
、
山
科

言
継
は
そ
の
停
止
を
強
く
指
示
し
て
も
ら
う
よ
う
三
好
長
慶

・
三
好
長
逸
ら
に
書
状
を
送

っ
た
が
、
そ
の
際
松
永
弾
正
忠
と
狩

野
信
濃
守

へ
も
書
状
を
送

っ
て
い
る
〔
中
世
三
八
二

〕
。

松
永
久
秀
は
長
慶
の
内
者
で
あ

っ
て
、

す
で
に
内
外
に
三
好
長
逸
と
比
肩
す

る
重
要
な
地
位
を
も
つ
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
天
文
二
十
二
年
八
月
、
三
好
長
慶
が
芥
川
城
に
入

っ

写213　 三好義興 の墓 （真上 ・霊松寺)

た
時
、
松
永
久
秀
は
と
も
に
芥
川
城
に
入

っ
て
、
長
慶
の
側
を
は
な
れ

な

か

っ
た

の
で

あ

る

『厳
助
大

僧
正
記
』

長
慶

の
内
者
の
な

か
に
は
篠
原
長
房

の
よ
う
に
長
慶
の
出
身
地
阿
波
国
か
ら
の
も
の
も
い
る
が
、
松
永
久
秀

は
山
城
の
西
岡
の
商
人
出
身
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
は
じ
め
長
慶
の
右
筆

（書
記
)
と
な

っ
て
登
用
さ
れ
、
京
都

・
摂
津
で
活
躍
し
は
じ
め
た
長
慶

の
腹
臣
と
し
て
政
務
の
核
心
に
ふ
れ
た
協
議
に
当

っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る

長
江
正

一

『
三
好

長

慶
』

洛
中
洛
外
に
お
い
て
三
好
勢
が
荘
園
や
町
を
侵
略
す

る
時
片
棒
を
こ
の
内
者
が
担

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
天
文
二

十
二
年
九
月
の
丹
波
国
八
上
城
攻
撃
な
ど
は
、
松
永
久
秀
を
大
将
と
し

た
内
者
だ
け
で
実
施
さ
れ
た
り
し
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
三
好
衆
と

内
者

の
間

の
反
目
も
生
ま
れ
て
き
た
。

永
禄
三
年
三
月
、
叔
父
三
好
康
長
が
堺
に
着
き
、
長
慶
と
会
談
し
て
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い
る
が
、

そ
れ
は
松
永
久
秀
が
長
慶
の
弟
義
賢

（実
休
)
を
悪
く
い

っ
て
長
慶
が
疑
心
を
抱
く
に
い
た

っ
た
た
め
、

そ
れ
を
釈

明
す
る
た
め
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
〔
中
世
四
四
八

〕。
ま
た
長
慶
の
弟
十
河

一
存
も
松
永
久

秀
を
快
く
思

っ
て
お
ら
ず
、
同
じ
く

永
禄
三
年
冬
、
十
河

一
存
が
有
馬
温
泉
に
湯
治
に
ゆ
く
途
中
、
葦
毛
の
馬
に
乗

っ
て
有
馬
権
現
に
参
詣
を
と
げ

た
が
、
そ
れ
を

み
た
松
永
久
秀
が

「有
馬
権
現
は
葦
毛
の
馬
を
き
ら
う
」
と
忠
告
し
た
。
し
か
し

一
存
が
こ
れ
を
無
視
し
て
参
詣
を
と
げ
た
た

め

、

た
た
り

そ
の
祟
で
落
馬
し
て
死
去
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

『
足
利
季
世
記
』

『続
応
仁
後
記
』

三
好
義
興

の
死
去
に
あ
た

っ
て
、

松
永
久
秀
謀
殺

ね
い
か
ん

説
が
あ

っ
た
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
が
、
さ
ら
に
雑
説
が
あ

っ
て
、
義
興
が
松
永
久
秀
の
佞
奸
を
悪
ん
で
、

父
長
慶
に
久
秀
誅

伐
を
進
言
し
た
が
、
長
慶
は
さ
し
た
る
罪
科
の
な
い
も
の
を
い
ま
さ
ら
誅
伐
は
で
き
な
い
と
い
っ
て
た
め
ら

っ
て
い
た
こ
と
が

久
秀
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
か
え

っ
て
久
秀
が
義
興
を
毒
殺
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る

『
続
応
仁

後
記
』

ど

こ

ま

で

が
真
実
で
あ
る
か
確
か
め
よ
う
も
な
い
が
、
三
好
長
慶
の
兄
弟
や
嫡
子
と
松
永
久
秀
の
間
に
、
次
第
に
溝
が
で
き
て
き
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

三
好
長
慶
が
芥
川
城
に
在
城
し
て
い
る
時
代
に
松
永
久
秀
は
摂
津
滝
山
城

（現
神
戸
市
生
田
区
)
に
い
た
。
し
か
し
長
慶
が
高

屋
城

・
飯
盛
城
に
移
り
、
芥
川
城
は
三
好
義
興
が
居
城
す
る
よ
う
に
な

っ
た
永
禄
三

・
四
年
前
後
の
段
階
か
ら
、
松
永
久
秀
は

た

も
ん

大
和
に
転
戦
し
、
大
和
国
信
貴
山
城

（現
奈
良
県
平
群
町
内
)
に
天
守
閣
を
築
い
て
根
拠
と
し
、

大
和
国
北
部

に
多
聞
城
を
築
い

た
り

（現
奈
良
市
)、
大
和
に
力
を
入
れ
は
じ
め
た
。
大
和
沢
城

（現
奈
良
県
榛
原
町
内
)
に
、

そ
れ
ま
で
い
た
沢
氏
を
追
放
し
て

高
山
右
近
の
父
図
書
を
置
い
た
の
も
そ
の
勢
力
扶
植
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
大
き
く
み
れ
ば
、
三
好
勢
力
の
大
和
進
出

と
い
う
こ
と
に
も
な
る
が
、
三
好
衆
が
山
城

・
摂
津

・
河
内
を
お
さ
え
て
、
松
永
久
秀
勢
力
を
大
和
地
方
に
そ
ら
せ
た
と
い
う

こ
と
に
も
な
り
、
三
好
勢
に
と

っ
て
は
作
戦
が
成
功
し
た
よ
う
に
も
思
え
た
の
で
あ
る
。
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三
好
義
継
の

将
軍
義
輝
暗
殺

第
三
節
　

三
好
政
権

の
終
焉
と
高
槻

三
好
長
慶
は
ま
た
も
や
松
永
久
秀
の
讒
言
を
信
じ
て
、
永
禄
七
（
一
五
六
四
)
年
五
月
七
日
、
弟
安
宅
冬
康
を

飯
盛
城
に
呼
び
よ
せ
、
従
者
十
八
人
と
と
も
に
殺
害
し
て
し
ま

っ
た

『言
継

卿
記
』

こ
れ
は
三
好
長
慶
個
人
に
と

っ
て
も
、
三
好
勢
力
全
体
に
と

っ
て
も
、
自
か
ら
墓
穴
を
掘
る
以
外
の
何
物
で
も
な
か

っ
た
。
さ
き
に
嫡
子
義
興
を
喪
い
、
ま

た
弟
安
宅
冬
康
を
自
か
ら
の
手
で
殺
し
た
長
慶
は
、
愁
嘆
の
余
り
そ
れ
か
ら
以
後
は
病
状
が
悪
化
し
て
い

っ
た
。
六
月
二
十
三

日
に
家
督
相
続
お
礼
の
た
め
将
軍
足
利
義
輝
に
面
謁
し
た
三
好
義
継
は
、
三
好
長
逸
や
松
永
久
秀
の
子
久
通
ら
と
と
も
に
そ
そ

く
さ
と
京
都
を
離
れ
て
山
崎
に
下

っ
た
。
こ
れ
は
飯
盛
城
の
三
好
長
慶
が
重
態
と
な

っ
た
た
め
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
十

な
が
は
る

日
後
の
七
月
四
日
、
飯
盛
城
で
長
慶
は
四
三
歳
の
若
さ
で
、
そ
の
波
乱
の
多
い
生
涯
を
閉
じ
た
。
し
か
し
三
好
実
休
の
子
長
治

を
補
佐
し
な
が
ら
、
阿
波

・
讃
岐

・
淡
路
三
国
を
統
治
し
て
い
た
内
者
篠
原
長
房
と
三
好
三
人
衆

（三
好
長
逸
・
三
好
政
康
・
石
成

友
通
)、
さ
ら
に
松
永
久
秀
ら
が
飯
盛
城
で
協
議
し
、
嗣
子
義
継
が
ま
だ
十
三
歳
に
し
か
な
ら
な
い
し
、
喪
を
秘
し
て
世
間

へ
は

病
中
と
伝
え
た
。
二
年
後
の
永
禄
九
年
六
月
二
十
四
日
、
よ
う
や
く
河
内
国
真
観
寺
で
京
都
大
徳
寺
僧
に
よ

っ
て
葬
儀
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
三
好
義
継
・三
好
長
逸
ら
将
士
い
ず
れ
も
涙
を
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
。
墓
は
真
観
寺
・大
徳
寺
聚

光
院

・
南
宗
寺
の
三
ヵ
寺
に
あ
る

長
江
正

一

『
三
好
長
慶
』

大
徳
寺
聚
光
院
は
、
三
好
義
継
が
長
慶
の
た
め
に
永
禄
九
年
創
建
し
、
長
慶

し
よ
う
れ
い
そ
う
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

け
い
そ

う
ち
ん

の
法
名
で
あ
る
聚
光
院
殿
を
院
号
と
し
、
笑
嶺
宗
訴
を
開
祖
と
し
た
。
こ
の
聚
光
院
は
の
ち
干
利
休
が
笑
嶺
宗
訴

・
古
渓
宗
陳

に
参
じ
た
因
縁
で
墳
墓
の
地
と
し
て
い
る

『竜
宝
山
大
徳

禅
寺
世
譜
』
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写214　 三 好長 慶の墓

（京都 ・大徳寺聚光院)

あ

わ

く

ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　よ
し
ひ

で

当
時
阿
波
国
に
は
、
阿
波
公
方
と
よ
ば
れ
た
足
利
義
栄
が

お
り
、
し
き
り
に
上
洛
を
策
し
て
い
た
。
そ
れ
を
と
ら
え
て

松
永
久
秀
は
子
久
通
や
三
好
義
継
、
三
好
三
人
衆
と
謀
議
を

め
ぐ
ら
し
、
永
禄
八
年
五
月
十
九
日
に
清
水
参
詣
と
称
し
て

兵
を
京
都
に
集
め
、
に
わ
か
に
鉄
砲
を
打
ち
こ
み
な
が
ら
二

条
の
将
軍
足
利
義
輝
居
所
に
乱
入
し
た
。
当
時
、
将
軍
を
警

さ
い

め

固
す
る
兵
も
少
な
か
っ
た
が
、
高
槻
市
域
内
の
西
面
と
つ
な

が
り
を
持

っ
て
い
た
武
士
で
あ
ろ
う
か
西
面
左
馬
允
な
ど
が

奮
戦
し
た
。
し
か
し
三
好
方
の
池
田
丹
後
守
の
子
が
将
軍
義

輝
の
首
級
を
あ
げ
た
。
生
母
慶
寿
院
は
火
中
に
身
を
投
じ
て
自
害
し
た
。
義
輝
は
三
〇
歳
で
あ

っ
た
。
将
軍
義
輝
を
う

っ
た
池

田
丹
後
守
の
子
は
、
そ
の
時
、
目
に
傷
を
う
け
、
眼
が
見
え
な
く
な
り
、

の
ち
座
頭
と
な
り
三
好
検
校
と
称

し
て
京
都
に
い
た

が
、
多
く
の
人
か
ら
排
斥
を
う
け
た
と
い
う

『足
利
季

世
記
』

五
月
二
十

一
日
に
三
好
義
継
の
名
代
と
し
て
三
好
長
逸
が
参
内
し
、

挨
拶
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
六
月
七
日
、
前
将
軍
足
利
義
輝
に
は
左
大
臣

一
位
が
追
贈
さ
れ
、院
号
光
源
院
、
法
名
融
山
道
円
。

じ
よ
う
け
い

そ
の
時
の
上
卿

（朝
廷
に
お
け
る
公
事
担
当
の
公
卿
の
こ
と
)
は
山
科
言
継
で
あ

っ
た
。
七
月
五
日
、
三
好
諸
勢
が
そ
れ
ぞ
れ
本
城
・

本
国
に
下
向
し
た

『御
湯
殿

上
日
記
』

七
月
二
十
八
日
、

兄
で
あ
る
将
軍
義
輝
が
殺
さ
れ
た
が
、

そ
れ
を
顔
色
に
も
出
さ
ず
日
時
を
送

っ
て
い
た
興
福
寺

一
条
院
門
主
覚
慶
は
、
松
永
久
秀
が
討

っ
手
を
派
遣
す
る
ら
し
い
動
き
が
あ
る
こ
と
を
察
知
し
て
、
細
川
藤

孝
と
謀

っ
て
こ
の
日
に
興
福
寺

一
条
院
を
脱
出
し
た
。
そ
し
て
と
り
あ
え
ず
和
田
惟
政

の
館

ま
で
ゆ
き
、

さ
ら
に
江
州
矢
島

723



第二章　三好氏と芥川政権

（現
守
山
市
内
)
に
移
り
住
ん
だ
。
彼
が
の
ち
足
利
最
後
の
将
軍
と
な

っ
た
義
昭
で
あ
る

『多
聞
院

日
記
』

三
好

三
人
衆
と
　
　三
好
長
慶
が
な
く
な

っ
た
後
、

直
ち
に
三
好
義
継
が
飯
盛
城
に
移

っ
て
い

っ
た
か
ど
う

か
明
証
は
な
い
。

松
永
久
秀
の
対
立
　
た
だ
将
軍
義
輝
を
暗
殺
し
た
以
後
、

義

継

は
芥
川
城
に
は
お
ら
ず
、

芥
川
城
に
は
三
好
三
人
衆
の
う
ち

の
筆
頭
人
格
で
あ
る
三
好
長
逸
が
居
城
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
勝
竜
寺
城
に
は
石
成
友
通
が

い
て
、

守
り
を
固
め
て
い
た
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
飯
盛
城
に
い
た
で
あ
ろ
う
少
年
の
三
好
義
継
は
松
永
久
秀
の
思
う
通
り
に
動
か
さ
れ

て
い
た
。

永
禄
八
年
秋
、
三
好
三
人
衆
と
松
永
久
秀
と
の
反
目
は
い
よ
い
よ
募
り
、
十

一
月
十
六
日
、
三
好
三
人
衆
は
三
好
康
長

・
篠

ら

ち

原
長
房
と
謀

っ
て
飯
盛
城
に
乱
入
し
、
三
好
義
継
を
拉
致
す
る
よ
う
な
手
段
で
強
制
的
に
河
内
国
高
屋
城
に
移
し
住
ま
わ
せ
る

行
動
を
と

っ
た
。

一
方
松
永
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
、

畠
山

・
遊
佐

・
安
見
の
諸
氏
さ
ら
に
泉
州
衆

・
根
来
衆
ら
と
結
束

を

固

め
、
大
和
多
聞
城
に
た
て
こ
も

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
信
長
が
登
場
す
る
ま
で
の
あ
し
か
け
四
年
間
、
三
好
三
人
衆
と

松
永
久
秀
の
熾
烈
な
戦
い
が
畿
内
地
方
で
戦
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
三
好
長
逸
も
戦
陣
を
は
せ
、
芥
川
城
に
在
城
し
て
い
る
こ
と

は
殆
ん
ど
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

内
蔵
寮
領
率
分
所
の
再
興
に
執
心
す
る
山
科
言
継
は
、
そ
の
交
渉
の
た
め
家
臣
を
芥
川
に
派
遣
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、

永
禄
九
年
三
月
十
日
に
は
書
状
を
三
好
政
康
・
三
好

長
逸
宛
に
書
い
て
、
家
臣
沢
路
筑
後
入
道

に
托
し
た
。
そ
し
て
使
者
は
発

っ
た
。
帰
洛
し
た
の
は
三
月
二
十
四
日
で
あ

っ
た
が
、
両
名
に
は
あ
え
ず
、
山
城
康
長
に
会
え
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
さ

ら
に
三
月
二
十
八
日
付
の
書
状
を
三
好
長
逸

・
三
好
康
長
と
康
長
の
奏
者
七
条
左
近
宛
に
書

い
た
。
ふ
た
た
び
使
者
沢
路
筑
後

入
道
に
托
し
て
和
泉
堺
に
下
ら
せ
た
。
五
月
八
日
、
三
好
長
逸
が
芥
川
に
来
た
と
い
う
情
報
を
え
て
、
山
科
言
継
は
早
速
長
逸
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宛
の
書
状
を
認
め
た
。
使
者
沢
路
は
芥
川
に
下
り
、
十
三
日
に
長
逸
か
ら
の
返

事
を
も

っ
て
上
洛
し
て
き
た

『言
継

卿
記
』

三
好
長
逸
は
四
月
二
十
六
日
に
大
和
国

の
武
士
筒
井
の
平
城
を
攻
撃
し
て
帰
城
直
後
で
あ
り
、
五
月
十
九
日
に
松
永
久

秀
が
摂
津
中
島
野
田
へ
出
陣
し
て
く
る
ま
で
の
間
で
あ
る

『足
利
季

世
記
』

七
月
十
四
日
、
三
好
三
人
衆
は
松
永
方
細
川
藤
賢

の
こ
も
る
摂
津
中
島
堀
城

を
攻
撃
し
て
こ
れ
を
開
城
、
城
主
藤
賢
は
三
好
長
逸
の
は
か
ら
い
で
石
山
本
願

寺
に
身
柄
を
預
け
ら
れ
た
。
そ
れ
を

終

っ
て
三
好
長
逸
は
芥
川
を
素

通

り

し

て
、
石
成
友
通
と
と
も
に
将
兵
を
率
い
て
上
洛
し
て
き
た
。
こ
れ
は
京
都
の
支

配
に
あ
た
る
た
め
で
あ

っ
た
。
閏
八
月
中
旬
頃
に
は
三
好
長

逸

は
尼
崎

に

い

た
。
こ
れ
は
六
月
十

一
日
に
、
阿
波
国
か
ら
渡
海
し
て
き
た
足
利
義
栄
が
七
月

二
十
三
日
に
越
水
城
に
移

っ
た
こ
と
と
関
係
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
十

一
月

写215　 大和筒井城跡 （奈良県大和郡山市)

 

十

一
日
に
沢
路
は
摂
津
国
か
ら
昨
日
上
洛
し
て
き
た
と
い
っ
て
、
十

一
月
七
日
付

の
三
好
三
人
衆
た
る
三
好
政
康
・石
成
友
通
・

三
好
長
逸
が
連
署
し
た
折
紙
を
言
継
に
持
参
し
て
き
た
。
そ
れ
は
率
分

・
高
荷
諸
商
売

・
公
事
役
な
ど
を
幕
府
御
下
知

・
長
慶

折
紙
の
通
り
、
直
務
支
配
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
十

一
月
十
九
日
に
は
こ
の
三
人
の
折
紙
に
対
す
る
返
礼
の
た
め
沢
路

は
摂
津
に
下

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
沢
路
は
十

一
月
二
十
三
日
に
上
洛
し
て
、
木
幡

口
率
分
の
こ
と
が
再
興
さ
れ
た
こ
と
を

伝
え
、
沢
路
は
木
幡
（現
宇
治
市
内
)
に
出
む
い
た

『言
継

卿
記
』

よ
し
ひ
で

十
二
月
七
日
、
摂
津
越
水
城
か
ら
足
利
義
栄
が
富
田
普
門
寺
に
入
り
、
空
城
と
な

っ
た
越
水
城
へ
は
篠
原
長
房
が
入

っ
た
。
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十
二
月
十
六
日
、
三
好
三
人
衆
は
各
々
三
〇
俵
の
米
を
禁
裏
に
進
上
し
、
山
科
言
継
も

一
俵
を
与
え
ら
れ
た
。

山
科
言
継
は
そ

か
た
じ
け
な

の
日
記
に

「
忝
き
も
の
な
り
」
と
書
き
と
め
て
い
る
。
こ
れ
は
芥
川
か
ら
届
け
ら
れ
た
米
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
三
好
長
逸

が
十
九
日
に
上
洛
し
た
の
で
、
二
十
日
に
山
科
言
継
は
三
好
長
逸
の
宿
所
で
あ

っ
た
本
満
寺
に
謝
礼
の
た
め
出
か
け
、
太
刀
を

献
じ
た
。

つ
づ
い
て
か
れ
は
三
好
政
康
の
宿
所
安
楽
光
院
に
行

っ
た
が
、
立
売
大
文
字
屋
に
行

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
こ

へ
廻
り
や
は
り
太
刀
を
献
上
し
て
礼
を
述
べ
て
い
る
。

二
十

一
日
公
家
ら
は
足
利
義
栄
の
叙
爵
を
議
し
、
二
十
八
日
に
義
栄
を
左
馬
頭
に
任
じ
た
。
三
好
三
人
衆
と
松
永
久
秀
と
の

抗
争
も
そ
の
激
し
さ
が

一
見
遠
去
か

っ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
永
禄
十
年
に
な
る
と
ま
た
新
し
い
事
態
が
生
じ
、
抗

争
は
熾
烈
な
も
の
と
な

っ
て
再
発
す
る
の
で
あ
る
。

三
好
義
継

三
好
 
 足
利
義
栄
の
中
央
政
界

へ
の
復
帰
は
三
好
三
人
衆
・
篠
原
長
房
・
松
永
久
秀
ら
の
尽
力

に
よ
る

も

の

で

三
人
衆
か
ら
離
反
 
あ

っ
て
、

三
好
家
の
家
督
に
は
あ

っ
た
が
な
お
若
い
三
好
義
継
の
力
で
は
な
か

っ
た
。

そ
の
た
め
に

足

利
義
栄
が
三
好
三
人
衆
ら
に
誼
を
通
じ
、
義
継
を
軽
ん
じ
た
の
も
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

義
継
の
側
近
金

山
駿
河
守
が
こ
の
こ
と
に
立
腹
し
、
三
好
義
継
に
松
永
久
秀
と
内
通
す
る
こ
と
を
勧
め
た
た
め
、
義
継
は
永
禄
十
年
二
月
十
六

日
高
屋
城
を
出
て
、
堺
北
庄
の
材
木
町
の
木
座
に
移

っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
二
月
二
十
六
日
に
堺
で
合
意
が
な
り
、
義
継
と
松

永
久
秀
の
合
体
は
決
定
的
と
な

っ
た

『足
利
季

世
記
』

『足
利
季

世
記
』

四
月
、
義
継
は
信
貴
山
城
に
入
り
、
さ
ら
に
松
永
久
秀
と
多
聞
城
に
移

っ
た

四
月
十
八
日
に
三
好
三
人
衆
の
軍
勢
は
な
だ
れ
を
う

っ
た
よ
う
に
南
都
に
入
り
、
鉄
砲
戦
が
熾
烈

に
展
開
さ
れ
る
。

九
月
六
日
に
は
三
人
衆

・
篠
原
ら
は
飯
盛
城
に
攻
め
寄
せ
、

こ
れ
を
乗

っ
取

っ
た
。
十
月
十
日
に
は
多
聞
城

よ
り
打

っ
て
出
た

松
永
軍
は
、
大
仏
殿
に
陣
ど
る
三
好
三
人
衆
を
攻
撃
し
、

つ
い
に
大
仏
殿
は
炎
上
す
る
の
で
あ
る

『多
聞
院

日
記
』
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翌
永
禄
十

一
（
一

五
六
八
)
年

一
月
七
日
、
河
内
津
田
城

（現
枚
方
市
内
)

が
松
永
方
に
寝
返
り
を
う
ち
、
三
好
義
継
は
多
聞
城
か
ら

こ

こ

に

入

っ

た
。
し
か
し
六
月
二
十
三
日
に
は
三
好
三
人
衆
の
攻
撃
を
う
け
、
津
田
城

に
詰
め
て
い
た
甲
賀
衆
が
打
っ
て

出
た
が
敗
北
し
、
城
は
三
好
三
人
衆
の

掌
中
に
帰
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
三
好
義
継
は
辛
う
じ
て
落
ち
の
び
た

も
の
と
思
わ
れ
る

『多
聞
院

日
記
』

両
陣
営
は
戦
い
に
や
や
疲
れ
た
も
の
と

み

え
、
七
月

・
八
月
と
経
過
す
る
間
に
、
三
好
三
人
衆

・
篠
原
長
房
は
近
江

六
角
氏
の
も
と
に
と
び
、
そ
の
年
の
二
月
八
日
に
将
軍
宣
下
の
あ

っ
た
足

利
義
栄

（阿
波
公
方
)

へ
の
味
方
を
要
請
す
る
な
ど
の
動
き
を

示
し
た
が

『足
利
季

世
記
』

九
月
に
織
田
信
長
が
足
利
義
昭
を
擁
立
し
て
の
入
京
と
な
り
、

三
好
三
人
衆
と
松
永
と
の
死
闘
は
い
や
お
う
な
し
に
終
息
に
向
う
の
で
あ

る

。

写216　 東大寺大仏殿 （奈良市雑司町東大寺境内)
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